
平成２３年度優先度判定パブリックコメント結果 

No. 属性 年代
府省
名

施策
番号

施策名
ご意見概

要
ご意見 その理由

3601

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24185
研究成果最
適展開支援
事業

このまま
推進す
べき

大学や公設試験研究機
関等の研究成果を迅速
かつ効果的に実用化に
導くための事業として、
A-STEPのシーズ探索
は重要です。金額は130
万円程度でも採択件数
を増やし、より多くの課
題探索に取り組めるよ
う事業推進をお願いし
ます。

研究成果を企業等で実
用化する際には、その
前段階でフィールド試験
を実施する必要があり
ます。シーズ探索タイプ
は研究成果に基づく企
業との共同研究を推進
する上で、必要な資金
となり、効果の検証がで
きるため必要な事業で
ある。

3602

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

国立大学法人等の施設
等の整備を推進し、教
育基盤を充実させ、活
力ある次世代を育成す
る必要がある。また、社
会人教育により、”思慮
深い世論”に満ちた社
会を構築する必要があ
る。また、研究基盤を充
実させ、学問の継承と
新技術の創成を図るべ
きである。

若者の活力なしには我
が国の将来はない。と
かく感情に流される世
論を、より成熟した思慮
深い世論にすることに
より、社会の安定が保
証される。基礎学問と
基盤整備に裏打ちされ
てこそ、新技術の誕生
が期待される。

3603

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

 会社生活を6年送った
後に、大学に戻り博士
課程に在籍中の者で
す。本GCOEプログラム
は、博士学生に対して
経済的な支援だけでな
く、各種セミナー等によ
り専門分野以外の研究
分野にも広く接すること
ができるため、視野を広
げたり、様々な問題意
識を持つとことができま
す。これらは博士課程
修了者に求められてる
が、研究室に閉じこもり
がちな従来のカリキュラ
ムでは育成が難しいも
のであるため、企業経
験者として本施策の継
続を強く要望いたしま
す。 

 会社員から大学に戻
る際の最大の問題点は
経済的なものでした。学
生になると、収入がなく
なるだけでなく、学費・
交通費がかかります
が、税金や社会保険料
は重くのしかかります。
本GCOEプログラムのお
かげで、会社を辞めて
大学に戻る決心ができ
ました。 
 大学内部の多様化の
ためにも、私のような社
会人経験者が学生とし
て在籍することには意
味が大きいと思います。

3604 大学・
公的
研究
機関
（独

50～
59歳

文部
科学
省

24138
Bファクトリー
加速器の高
度化による新
しい物理法

このまま
推進す
べき

スーパーＢファクトリー
を推進してください。小
林・益川両氏が完成さ
せた「素粒子の標準模
型」を、現行Ｂファクトリ
ーで検証することができ
ました。スーパーＢファ
クトリーでは、多様な反
応を超精密に測定する

科学の基礎となるの
は、地道に積み上げた
データとそれを真摯に
分析して、新しい法則を
見つけ出す努力です。
世界では多くの素粒子
実験が実施・計画され
ています。そのなかでス
ーパーＢファクトリーは
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法・公
設試
等）

則の探求 ことが可能であるため、
これまでに理論的に予
言された新現象の検証
だけでなく、思わぬ発見
がある可能性がありま
す。

先端加速器技術・測定
器技術・素粒子理論に
よるサポートが不可欠
の実験であり、日本でこ
そ推進できる実験だか
らです。

3605

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24143
グローバルＣ
ＯＥプロクラ
ム

このまま
推進す
べき

大学院学生の研究・教
育をグローバルＣＯＥプ
ロクラムとして支援する
ことは、国の将来を託す
人材を育成し、国を発
展させるのために必要
です。

日本の科学技術はこれ
まで大きな発展を遂げ
てきましたが、昨今の世
界の科学技術の発展は
めざましいものがありま
す。将来の人材を育成
することを怠れば、それ
は日本が後進国へと向
かうことを政府が支援し
たことになります。この
ようなことが無いように
「米百俵」の精神を忘れ
てはなりません。

3606

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

研究中心の大学、教育
中心の大学など分け
て、配分してほしい。ま
た、研究費の減額は、
国家の将来への大きな
損失となるので、実用
化に特化せず、研究内
容と論文業績を評価し
てほしい。また、高齢な
研究者が、名前だけで
大きな予算を取るの
は、若手研究者の育成
を阻むと思う。むしろ、
そうした人がNIHの様に
科学研究を客観的に審
査する立場に立ってほ
しい。ただし、審査する
場合、申請書の名前を
伏せて行うなどの透明
性と、一部の人間に研
究費が偏る問題点を解
決すべきである。

官僚の方は、頭がいい
ので、少し勉強したら表
面的なことは、よくわか
る。また、各分野の著名
な研究者の意見を積極
的にと入りれる。しか
し、現在の研究の流れ
は異常に速く、現役で
行っている自分でさへ、
内容について行くのが
大変である。また、若手
に夢を持たすためにも、
単に無駄という理由だ
けで、研究費カットは行
うべきでない。

インターネットが技術的
に限界に近づいている
ことは，一般国民には 
ほとんど知られておら
ず，本施策の重要度は
わかりにくかもしれない
が， 
継続的もしくは加速度
的に当該領域の研究開
発を進めなければ，日
本の 
ICT業界は将来にわた
って，これまで同様に利
益の源泉をすべて米国
シスコ，グーグル，アマ
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3607

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

総務
省

20111

新世代ネット
ワーク基盤
技術に関す
る研究開発

このまま
推進す
べき

将来の社会基盤として
のポストインターネット
の時代において，日本
の 
ICT業界が世界で戦え
るよう，新世代ネットワ
ーク基盤技術のコア技
術を 
をしっかり抑えることが
極めて重要である． 

ゾン，セールスフォース
等の新興企業に奪われ
てしまうという強い危機
感がある． 
将来の社会基盤として
のポストインターネット
の時代において，日本
の 
ICT業界が世界で戦え
るよう，新世代ネットワ
ーク基盤技術のコア技
術を 
をしっかり抑えることが
極めて重要である．長
期的視野にたった研究
開発 
開発を進めることこそ，
長期的な国益にかなう
ものと思っている． 
ただし，本施策の推進
には，上記の視点を鑑
み，産学連携で日本の
強みを活かした推進が
重要であると思われる．
例えば，光技術，ユビキ
タス技術， 
無線通信技術等のこれ
までの研究開発成果を
うまく活かすことが重要
で 
あると思われる． 
また，通信キャリアの閉
塞感を打破するために
はネットワーク仮想化技
術 
がキーになると考えら
れ，ビジネスモデルを構
造的に転換できるポテ
ンシャルを持っている．
うまくいけば，キャリア，
サービス事業者，機器 
ベンダのトリプルWin関
係を構築できると思わ
れる． 

3608

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・定
着事業

このまま
推進す
べき

若手研究者が自立して
研究できる環境の整備
は推進すべきである。

博士号を取得したもの
の、受け皿が少ないゆ
えに、能力を発揮して活
躍することができずにい
る優秀な研究者が多く
存在する。優秀な若手
研究者が自立して活躍
できる環境の整備が必
要である。

改善、見直しが必要な
予算と考えます。 
学校の理数教育を中心

企業、大学の連携に対
する予算であるが、実
質、企業に対する連携
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3609
民間
企業

30～
39歳

文部
科学
省

24151

サイエンス・
パートナーシ
ップ・プロジェ
クト

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

に考えられていますが、
これらの予算は本来、
理数だけではなく、全教
科にあって然るべき予
算であり、理数に限定
するものではないと考え
ます。 
また、採択される学校も
例年、同一であることも
問題かと思われます。 
また、私も講師側で参
加していますが、所属
する身分で対応も変わ
り、困惑しています。 
依頼をする側、受ける
側の連携時に、手間が
かかり負担ともなる。 
システム的にも見直す
時期ではないか？

に対して否定的であり、
運用そのものが適して
いないと考えます。私自
身、企業に在職しなが
ら、大学の客員研究員
等で研究活動も行って
おりますが、企業で出
すと否定され、客員研
究員で出すと認められ
たというケースが過去
の連携においてもあり、
そのような話も聞いてい
ます。 
 
また、理数に限らず、実
社会につながる職業も
あるのであり、体育や
芸術、国語、社会などで
の連携にも予算化をす
べきである。

3610

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

研究者の自由な発想に
基づく独創的な研究開
発の実現を含め、新た
な知の創出の根幹であ
る重要な政策であると
思います。この為には
若手の支援に強化をす
るというのは極めて重
要でありまして、今回の
内容に盛り込まれてお
り大変妥当な政策と思
います。 

研究者の自由な発想に
基づく独創的な研究開
発の実現を含め、新た
な知の創出の根幹であ
る重要な政策であると
思います。この為には
若手の支援に強化をす
るというのは極めて重
要でありまして、今回の
内容に盛り込まれてお
り大変妥当な政策と思
います。 

3611

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24111

（独）物質・材
料研究開発
機構運営費
交付金「高性
能発電・蓄電
用材料の研
究開発」

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

現在、電気自動車の開
発・製造が世界的に推
進されているが、そのな
かで、高性能発電・蓄
電用材料としての燃料
電池は、ますます今後、
エネルギー技術として
最も重要なものになっ
てくるであろう。特に世
界的な石油資源の枯渇
が進むなか、燃料電池
が果たす役割はとみに
大きいものがあると考
えられる。このような中
にあっては、燃料電池
等、エネルギー分野の
研究開発にさらなる投
資を国家的規模で行な
っていくことは、必須の
課題であると思われる。 

現在、燃料電池の分野
において、日本はトップ
レベルにあるといわれ
る。もちろん研究開発分
野においてもコスト削減
など進められていくべき
であるが、海外におけ
る燃料電池出荷量は拡
大しており、欧米のみな
らずアジア諸国も燃料
電池の開発を国家規模
において活発化させて
いる。資源が乏しく、ま
た国土の狭隘な日本が
今後の世界の金融・経
済市場の中で生き残っ
ていくためには、日本が
誇るべき産業技術を維
持、拡大していかなけ
れば、早晩、日本は立
ち行かなくなるであろ
う。 

日本国に予算がないこ
私は本プログラムで助
教の職を得ています．

4



3612

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24143
グローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

とは重々承知です．そし
て，研究費を削られて
も，工夫によって研究を
進めることはできます
が，ポスドクのポストを
削られると，研究そのも
のを追考することが非
常に難しくなります．よ
って，本プログラム推進
を希望します．

研究だけではなく教育
も実践でき，将来の研
究者としてのキャリアパ
スにおいてかけがえの
ない経験を本プログラ
ムでできています．です
ので，本プログラムで職
を得ることは未来の研
究者にとって非常に重
要です．

3613
民間
企業

60歳
～

文部
科学
省

24012
博士課程教
育リーディン
グプログラム

推進す
べきでは
ない

１）体系的なコースワー
ク、研究指導等の有機
的連携による、一貫した
学位プログラムとしての
博士課程教育を構築、
（２）国内外の優秀な教
員・学生を結集し、国際
ネットワークの下で学生
を切磋琢磨させる開か
れた大学院教育を展
開、（３）企業や公的機
関等との協議の場を設
け、教育上の連携やキ
ャリアパスの確立を推
進を掲げて、博士教育
を推進するとしている
が、日本における博士
の課題は、独創性にあ
ると考えられ、このよう
なプログラムからは独
創性は発生しない。 

日本の大学院で博士を
取得するには、かなり、
運が影響するように見
受けられる。理由は、大
学教授が多くの場合、
テーマを掲げ、それを博
士課程の学生が推進す
るパターンとなっている
ためである。したがっ
て、同じようなテーマに
あたった学生は先に着
手している学生が博士
になった場合、後の学
生はなれない等の矛盾
に突き当たる。また、博
士号を得ても、実力が
伴わなく、世界と競合で
きない。根本的な教育
方法を変えない限りこ
の矛盾は解消できな
い。 
この点を改善することを
すべきで、今テーマのよ
うなオブラートに包んだ
ようなテーマは廃止す
べきである。

3614

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24174

革新的ハイ
パフォーマン
ス・コンピュ
ーティング・ 
インフラ
（HPCI）の構
築

このまま
推進す
べき

国家戦略的に推進すべ
き事業。

近視眼に陥らず、技術
立国を支えていくため
の基本的技術として戦
略的に推進すべき。 
一位になれるかどうか
は余り重要なことではな
い。一位になれたとして
もすぐにどこかに抜かさ
れる。重要なのはキャッ
チアップを重ねることに
よって技術水準を保持
していくこと。

3615 大学・
公的
研究
機関
（独

50～
59歳

文部
科学

24143
大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル

このまま
推進す

我が国の科学技術を担
う次世代を育成するた
めの教育に重点を置い
たプログラムであり継続

次世代を育成するため
に経済的なサポートは
欠かせない。特に選ば
れたプログラムの下で
なされる博士課程大学
院生への経済的サポー
トは、長引く不況の中、
授業料を支払う立場の
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法・公
設試
等）

省 COEプログラ
ム

べき して強力に推進すべき
である。

大学院生に必須であ
る。このプログラムがな
いと科学技術立国の根
幹を支える人材を育成
することができないと言
っても良い。

3616

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24152

スーパーサイ
エンスハイス
クール支援
事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

最先端の科学に触れる
重要性は認めるが、そ
の後の成長に大きく貢
献するのは幅広い教養
である。化学・物理・生
物・地学の履修を必須
として、センター試験で
満点を取れる程度の知
識を習得するのがよ
い。また、挑戦的なカリ
キュラムが受験勉強の
邪魔にならないように十
分配慮することが必要
である。

理科のおおよその分野
において高校で習う程
度の知識を等しく備えて
いない専門家は役立た
ずである。また、挑戦的
なカリキュラムで扱う内
容は専門家から見れば
やはり陳腐なものであ
ることが多い。中途半端
な理科教育をするより
は、真に役立つ科学者
の育成に活用すべきで
ある。同時に、高校教
員の知的レベルの引き
上げも最重要な課題で
あろう。

3617

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24143
グローバルＣ
ＥＯ

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

減額を予定しています
が、現状維持または増
額を希望します。

生活が苦しいです

3618

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24188

国際科学技
術共同研究
協力推進事
業

このまま
推進す
べき

重要な事業

シンポジウム等の日本
での開催により、各学
術分野における日本の
研究のプレゼンスを示
せることを十分に認識
すべき。

3619

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

 ターゲットタンパク研
究プログラムは、４年目
の２２年度に入り、高難
度の蛋白質の立体構造
解析における成果が出
てくる段階である。 
 薬の重要な標的につ
いても研究対象としてお
り、成果を社会に還元
する大切な局面である
ことから、最終年度であ
る２３年度も積極的に推
進すべきである。 

 ターゲットタンパク研
究プログラムは、有用
かつ難易度の高い蛋白
質研究に焦点を絞って
行っている研究プログラ
ムであり、病気の治療
にとどまらず、食糧問
題、環境問題など広範
囲での社会還元が期待
されるからである。 
 ２３年度は成果が現れ
る肝心の時期であり、
積極的な支援と精力的
な取り組みの推進が必
要である。

新世代ネットワーク基盤
技術の研究開発にあわ 研究開発と実証実験環
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3620

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

総務
省

20003

新世代通信
網テストベッ
ド（JGN-X）
構築事業

このまま
推進す
べき

せて，その実証実験，フ
ィーシビリティスタディを
実行すうためのテストベ
ッド環境は必須である．
特に，新世代ネットワー
クにおける運用面で世
界をリードできる技術の
確立が極めて重要であ
る．特に，ネットワーク
仮想化技術に対応した
実証実験環境が必須で
ある．

境は表裏一体であり，
開発→性能評価・実証
実験→開発に反映
→．．．というループを
回すことが競争力のあ
る研究開発に必要であ
る．新世代ネットワーク
のプロトタイプを産学が
積極的に利用すること
が重要である．

3621
その
他

60歳
～

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

1)日本の大学研究所強
化と若手育成は結構で
推進していただきたい。 
２）しかし、日本の科学
は欧米の輸入物で有
り、この種の補助は若
手を局所的に拘束する
反面を持つ。

１）若手を欧米での研究
経験を優先すべき内容
を検討すべきある。 
２）研究成果が出ても、
視野の狭い若手の育成
支援になっている。 
３）従ってこの分野の若
手ののびが国内的で、
国際的なスケールに乏
しくなる。 

3622

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24136

世界トップレ
ベル研究拠
点プログラム
（ＷＰＩ）

このまま
推進す
べき

「施策の目的及び概要」
及び「達成目標」につい
て指示します。

23年度の研究開発目標
にもあるように、高い研
究水準を誇る「目に見
える拠点」の形成を目
指し既に動いています。
子供たちに一つでも多く
高い水準を誇れるもの
として繋げるべきもので
はないかと評価いただ
き、このまま推進いただ
くようお願いします。

3623

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

総務
省

20004

脳の仕組み
を活かしたイ
ノベーション
創成型研究
開発

このまま
推進す
べき

Brain Machine Interface
（BMI）技術の実用化へ
向けた研究開発は、今
後の超高齢化社会にお
いて非常に重要な課題
だと思われる。基礎研
究を発展させ、少しでも
早く実用化へと向けて
取り組んでいくため、ま
たこの分野において世
界をリードしていくため
にも本施策は推進すべ
きであると考える。

介護については現在の
日本が早急に取り組む
べき社会問題であると
考えられる。要介護者
が自らの意思で動け
る、思いを伝えられるこ
とは問題解決のために
非常に重要である。ＢＭ
Ｉ技術の研究開発が進
み、実用化されること
は、要介護者・介護者
の心と体を楽にし、より
よい生活を営むための
も重要であると思われ
るので、本施策の進展
の必要性を強く感じて
いる。

3624

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公

40～
49歳

文部
科学
省

24189
学術国際交
流事業

このまま
推進す
べき

重要な事業

優秀な研究者が海外で
研究することや著名な
海外研究者が日本で研
究生活を送ることによ
り、各学術分野の一層
の発展と日本の研究の
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設試
等）

プレゼンスを示せること
を十分に認識すべき。

3625

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24189
学術国際交
流事業

このまま
推進す
べき

重要な事業

優秀な研究者が海外で
研究することや著名な
海外研究者が日本で研
究生活を送ることによ
り、各学術分野の一層
の発展と日本の研究の
プレゼンスを示せること
を十分に認識すべき。

3626

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

農林
水産
省

26101

地域活性化
のためのバ
イオマス利用
技術の開

このまま
推進す
べき

食料供給と両立する低
コスト・高効率なバイオ
マス利用技術を開発す
ることは、エネルギー資
源に乏しい我が国にと
って必要。 
・低コスト・高効率なバ
イオ燃料生産技術の開
発 
・バイオマテリアル製造
技術の開発 
・革新的なＣＯ2高吸収
バイオマスの利用技術
の開発 
・バイオマス利用モデル
の構築・実証・評価

温室効果ガス排出量の
９割を占めるエネルギ
ー起源のＣＯ2排出削減
が必要である。化石エ
ネルギーに代替するバ
イオマスの利用技は、Ｃ
Ｏ2排出削減技術として
期待できることから。

3627

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24134
戦略的創造
研究推進事
業

このまま
推進す
べき

前世紀からの工業社会
の観念から脱却して、
GoogleやAmazonのよう
なプラットホーム構築及
び新たな協調型ソフトウ
ェア開発法の確立につ
ながるような投資がより
望まれる。

現在の産業構造比率、
および今後においても、
ICTを核としたサービス
が社会経済を支える上
で重要であることは明
白だが、他省庁を含め
て極めて軽視。中でもソ
フトウェアのモジュール
化や規格化による広範
囲な再利用は、知的生
産性の向上に必要不可
欠。

3628

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このまま
推進す
べき

世界最高強度のパルス
ミュオンビームを発生さ
せた大強度陽子加速器
施設（J-PARC）は、まさ
にこれから、この世界最
高強度のビームを使っ
て、物理・化学・生物・
地球科学などの「なぜ」
＝基礎研究と「どうやっ
たら」＝応用研究を進
めようとしている。好奇
心という人間に特有な
欲求を満足させるだけ
でなく、21世紀の暮らし
を豊かにする発見が期
待されている、このプロ
ジェクトは積極的に進め
るべきである。

J-PARCは１千数百億
円と７年の歳月をかけ
て、茨城県東海村に建
設された。しかし、研究
の最先端部分、即ちデ
ータを生み出す部分の
建設は始まったばかり
であり、このタイミングで
重点的に予算を投入す
ることは、既に建設が完
了したJ-PARCプロジェ
クト全体の成否、費用
対効果を決めるのに決
定的な役割をする。プロ
ジェクトがしり切れトン
ボにならないよう配慮す
べきである。
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3629

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24124
植物科学研
究事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

メタボローム研究成果
の健康機能性食品開発
や食による疾病リスク
低減への応用について
は、具体的な標的が示
されない限り、2020年頃
までの成果達成に疑問
を感じる。高収量作物
の開発については、農
林水産省研究機関との
連携・差別化について
具体的な点を明確にす
べき。

食糧・健康問題は日本
が直面する重要な課題
であり、植物科学研究
が主要な役割を果たす
ことは言うまでもない
が、農林水産省・厚生
労働省等との密接な連
携と標的設定（どの疾
病のリスク低減を目指
すか？など）を確立した
上で、具体的な目標に
沿った情報の整備・提
供を開始すべきと感じ
る。

3630

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24009
特別奨励研
究員事業

このまま
推進す
べき

優秀な若手研究者は我
が国の将来のステータ
スを決める重要な人材
なので積極的に経済的
に支援すべきだ。

研究推進なくして国の
将来はない。研究には
集中が必要であり、経
済的負担は研究の妨げ
になる。

3631

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル 
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

若い人材を育てるため
に必要不可欠な事業。

博士課程在学中の未来
の研究者が、経済的な
支えを得ることによって
成果をあげてきている。
このまま継続して彼らを
支援すべき。

3632

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24143
グローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

大学の教育研究機能を
高めるために役に立つ
GCOEプログラムは維
持すべきであると考え
る。定期的に国際シン
ポジウムも開催される
など、今後世界で活躍
する研究者を育成する
ための施策も行われて
いて効果をあげている。

大学ごとに特色を持っ
ているというのは非常
に重要であると考える。
海外では博士課程の学
生は給料を得ているの
で、国際基準という意味
でも学生をRAとして雇
用できるシステムは良
いと思う。研究者として
の意識を植え付ける役
に立っていると思う。

3633

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24174

革新的ハイ
パフォーマン
ス・コンピュ
ーティング・イ
ンフラ（HPCI）
の構築

このまま
推進す
べき

次世代スーパーコンピ
ュータを推進してほし
い。世界一になるかどう
かはともかく、これまで
に日本に蓄積されてき
た技術が陳腐化する前
に、「常に世界一を目指
す」ことが重要である。

コンピュータ・インターネ
ット分野は米国独占状
態で、プロセッサなどの
コンポーネントからクラ
ウド・仮想化などのソフ
トウエア技術等を通じ
て、お金だけでなく人
材・情報が日本から米
国に一方的に流れてい
る。この状況を改善する
ためには、日本の計算
機技術を継続的に発展
させ、若い研究者技術
者を日本に定着させる
事でしか実現できない
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から。

3634
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27007

次世代印刷
エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業

このまま
推進す
べき

現状国内企業が優位で
ある「プリンテッドエレク
トロニクス、プリンタブル
エレクトロニクス」の発
展の支援が必要

産業の基盤となる電子
デバイス市場において
中国など産業が移管す
るケースが多く空洞化
が進むでいることを感じ
ます。このままでは国内
産業の基盤が崩れ経済
にも大きな影響を与え
ると思われ事業の推進
を強く求めます。

3635

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

基礎研究がしっかりと
続けられて始めて応用
研究の発展あるので
す。特に、国が主体とな
らなければ基礎研究は
維持されません。その
ためにも、生命科学の
基礎研究の元になる遺
伝子の保存は欠く事が
出来ない重要な施策で
す。生物には多様な遺
伝子があり、それは保
存することをしなければ
絶滅の危機に瀕してい
ます。遺伝子の保存は
欠く事の出来ない国家
プロジェクトです。保存
というすぐには目に見え
る成果の出ない施策は
忘れられる事に大変遺
憾に思っています。

多くの遺伝子を保存し
て、必要な時に必要とし
ている研究者に送る事
が出来るためには、多く
の人々が地道な努力で
保存管理しているから
です。これらのことは社
会一般の人々には目に
つき難い地味なことで
すが、科学発展のため
には欠く事の出来ない
重要なことです。保存と
いう事業は途中で止め
ては意味がありませ
ん。せっかく保存したも
のを捨てることと同じに
なってしまいます。ぜひ
とも、継続して下さい。

3636

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24109

(独）海洋研
究開発機構
運営費交付
金「地球環境
変動研究」

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

地球環境に果たす海洋
の役割は非常に大きい
が、一方で安定している
と考えられてきた。しか
し、北極海の海氷問題
をはじめとして、海洋の
変動・変化の様子がよ
うやく明らかになってき
た状況であり、総合的
な観測を遅滞なく実施
すべきである。特に海
洋の変動については、
その慣性力ゆえ歯止め
がきかなくなる可能性
が高い。細心の注意を
もって研究・監視すべき
である。

本研究には、大気から
取り込まれたCO2が海
洋にどう取り込まれて、
蓄積しているかを明ら
かにする研究をはじめ
として、地球環境の将
来予測を行う上で必要
不可欠なデータが取得
されている。世界中でこ
の研究を完遂できる能
力を持った研究機関は
少なく、アジア地域では
日本の研究機関が唯一
と言ってよい。環境問題
に対する研究分野での
国際貢献からも実施が
必要な研究課題と言っ
てよい。

世界トップレ

ＩＰＭＵは、新進気鋭・成
長期の機構として注目
しています。 
また、仕事上、一般の
方々の見解を耳にする
機会が多いのですが、

上記に加え、成長中の
研究組織の支援を引く
と、日本の優秀な研究
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3637
民間
企業

40～
49歳

文部
科学
省

24136

ベル研究拠
点プログラム
（ＷＰＩ）

このまま
推進す
べき

一般の方々の人気や関
心も高く、その成長は皆
さんがそれぞれの世界
で生きる上で、元気をも
らうエネルギー源になっ
ています。 
ぜひ、支援をお願いしま
す。

者が、海外に流出してし
まいます。日本に研究
の中枢を置くことは、施
設周辺の街の活性化に
もつながると思います。

3638

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

本研究プログラムの設
備および成果をライフ
サイエンスの分野のみ
ならず他分野に貢献さ
せるべく、今後も強く推
進する必要がある。

本研究プログラムによ
る構造解析の設備およ
び成果は、本研究プロ
グラムのみならず、ライ
フサイエンス全体に対
し、非常に重要な位置
を占めている。今後ま
すますタンパク質の構
造的理解が求められる
ことが予想される。

3639

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24135

最先端研究
開発戦略的
強化費補助
金

このまま
推進す
べき

本施策は、我が国の研
究開発力の強化にとっ
て必要な施策であり、
推進されるべきである。 

我が国が世界の中で重
要な位置を占め続ける
には、世界最先端の技
術力を保持し続けなけ
ればならない。本施策
は、最新鋭研究設備の
設計・開発・整備を行う
ことによって、研究・開
発能力を強化し、この
目的に大きく資するもの
である。逆に、このよう
な施策がなければ、膨
大な予算を費やし戦略
的に、研究開発能力を
強化している中国に後
れを取ることは目に見
えている。これらの理由
により、本施策は是非と
も推進されるべきであ
る。

3640

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24172
先端研究施
設共用促進
事業

このまま
推進す
べき

このたび同位体顕微鏡
という世界でも類のない
貴重な顕微鏡を使わせ
ていただけることになり
ました。私たちは生物・
医学系の研究をしてお
りますが、研究の推進
に役に立ち、ひいては
国民のための利益にな
ると思います。

施策がなければこのよ
うな顕微鏡が存在する
ことすら知らなかったと
思います。いろんな分
野の研究者に広く知ら
れることで将来の国民
の生活向上に役立つと
思います。

3641

民間 50～ 総務

20111

新世代ネット
ワーク基盤

このまま
推進す

現在のインータネットが
内包する諸問題を解決
し、10年、20年先のネッ
トワークを構築するとい
う取り組みは、いままで
の屋上屋を重ねるよう

次世代ではなく、新世
代という研究は、民間
企業で短期的ROIが期
待できずに、なかなか
取り組み難い。 しかし
ながら、このような取り
組み無しでは、将来に
おける情報産業による
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企業 59歳 省 技術に関す
る研究開発

べき なインターネットの進化
とは別に、アーキテクチ
ャなどの根本からぜひ
とも取り組んでいただき
たい。

国民生活の発展が得ら
れないことは自明であ
る。 
 このような、長期展望
にたった研究は、まさに
国が中心となって推進
するものである。

3642

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24010
女性研究者
研究活動支
援事業

このまま
推進す
べき

女性研究者が研究活動
をおこなうための素晴ら
しい支援に賛同します。

女性が社会的活躍の場
を得ることにより、日本
の将来が明るく元気で
健全なものになることで
しょう。最優先事項と考
えます。

3643

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24105
先端的低炭
素化技術開
発

このまま
推進す
べき

低炭素社会の構築は日
本だけでなく世界的にも
重要であり、強く推進す
る必要がある。

化石燃料に対する依存
度を軽減するために、も
っとも効果が期待できる
と考えられる。

3644

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24013
理数学生育
成プログラム

このまま
推進す
べき

とても興味深い新しい
試み。

アスリートたちが集う競
技会のように、理数系
の学生が集って競い合
う機会は、roboticsや
programmingなどの一
部の分野を除いてはあ
まりないようなので、こ
の様な試みはたいへん
斬新。参加者も大いに
刺激を受け、とてもよい
効果を生み出すはず。

3645

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

研究者間の競争を促し
より高いレベルの研究
が促進される研究のた
めの競争的資金は推進
されるべき

競争的研究資金により
研究資金を獲得プロセ
スは公平性が高く国民
の理解も得られやす
い。競争原理の導入に
より研究者社会のガラ
パゴス的イメージの払
拭にも役立つ。

3646

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

国立大学は耐震改修が
未整備な建物が多数残
っており、安全確保及び
研究内容の高度化に対
応できる改修工事に対
する予算措置を重点的
にすべきだと考えます。

国立大学等の高等教育
機関は、将来の日本を
背負う若者の教育施設
であり、世界に通用する
人材育成のためにも、
妥当な投資だと考えま
す。

科学研究補助費は右肩
上がりで増加している
が、その恩恵を受けて
いる科学者（グループ）
は一様に増加している
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3647
公益
法人

50～
59歳

文部
科学
省

24129
バイオリソー
ス事業

このまま
推進す
べき

バイオリソース事業の
予算削減をとりやめ、バ
イオリソース事業を従来
通り継続して欲しい。

わけではない。科学研
究補助費を充分に受け
られない科学者も多く、
研究費の捻出に苦慮し
ている。国外、国内、一
般企業と比較して、バイ
オリソース事業によるバ
イオリソースの提供は
廉価であり、研究費の
低予算化に大きく貢献
している。

3648

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

経済
産業
省

27005

グリーン・サ
ステイナブル
ケミカルプロ
セス基盤技
術開発（化学
品原料の転
換・多様化を
可能とする革
新グリーン技
術の開発）

このまま
推進す
べき

現代社会は、石油に依
存した社会で、限られた
資源を人類は、争って
奪い合っており、地球環
境を考えた際には、石
油に依存しているあま
り、多くの温暖化ガスを
排出している。地球温
暖化を防ぐためには、
温暖化ガスを減少させ
る必要があり、現在の
ような産業の発展を追
求する社会だけではな
く、将来は、画期的な技
術開発と環境の保全と
が両立した、持続的な
低炭素社会の構築が必
ず必要になると考えら
れる。このような政策
は、必要不可欠であり、
かつ今後、重要な取り
組みになると思う。

持続可能な低炭素社会
の構築には、有限資源
ではなく、無限資源であ
る「植物」の利用は、絶
対に必要である。この
政策の中で、特に、植
物由来化合物のポリマ
ー化技術・材料化技術
の確立は、植物を利用
していることから、大変
重要であると考える。

3649

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24012
博士課程教
育リーディン
グプログラム

このまま
推進す
べき

博士終了後のキャリア
パス形成に重要なプロ
グラム

現在、博士課程への進
学の道を選ぶときには
相当の覚悟が必要だ
が、キャリアパスを整備
することによって不安を
軽減することができる。
これによって優秀な人
材の活用が進められ
る。 

3650

大学・
公的
研究
機関 50～

文部
科学

24133

科学研究費
このまま
推進す

研究活動の裾野の拡
大、新採択率３０％の数
値目標を掲げた若手研
究者の「チャレンジ機
会」の拡充、ハイリスク
研究機会の倍増など
は、我が国の優れた学
術研究基盤を維持し、
強化するための必須の
施策である。また、国民

我が国の学術水準の高
さは研究者の底辺の広
さに支えられている。今
後、大学・研究機関等
で支給される研究費の
減少が見込まれる中
で、こうした研究の基盤
を維持し、強化するため
には、別の予算的措置
が必要である。そのた
めに本施策に見られる
科学研究費補助金の裾
野を広げ、若手に手厚
い配分を行う等の指針
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（独
法・公
設試
等）

59歳 省 補助金 べき との科学・技術対話の
推進によって、科学研
究費補助金が我が国の
叡智を一層豊かなもの
にするとともに、国民生
活に還元されていること
を広く浸透させることは
必須の広報活動であ
る。

は的確といえる。研究
者の底辺の広さが世界
的研究成果を生む土壌
となるはずである。ま
た、近年の児童生徒の
理科離れや、学術研究
に対する国民の関心が
必ずしも高いとはいえな
い状況を鑑み、国民と
の科学・技術対話を促
進することは、日本の持
続的発展のために不可
欠の取り組みといえる。

3651

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24124
植物科学研
究事業

このまま
推進す
べき

植物科学の生み出す知
識を知的財産に転換
し、社会をより豊かにす
る必要がある。

植物は多様なポテンシ
ャルを持っているにもか
かわらず、それを利用し
た技術創出への取組が
遅れている。

3652

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

総務
省

20107
戦略的情報
通信研究開
発推進制度

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

ICTに着目する点は大
いに評価できるが、何を
解決あるいは新創出す
るのか全く不明で、枠組
み自体を再考すべき。

独創性・新規性と若手・
女性は必ずしも合致せ
ず、独り立ち途中の研
究者を中心に、新技術
創出から地域活性化に
つなげるのは最初から
無理がある。但し、ソフ
ト人材育成は産業構造
的にも雇用拡大にも極
めて重要。

3653

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24012
博士課程教
育リーディン
グプログラム

このまま
推進す
べき

日本の広い意味での外
交の遅れを取り戻すた
めには，世界で活躍で
きる人材を供給する必
要がある．また，今後は
ものづくりだけではなく，
新たな価値を創造でき
る人材を輩出する必要
があることは，昨今のア
ップル社の活躍を見れ
ば明かである．グーグ
ルは1998年にスタンフ
ォード大学の２人の博
士学生が独自のページ
ランク技術を基に創設し
たのである．

例えばISOの標準化ひ
とつをとっても日本側の
委員，特に企業出身の
委員は博士学位を持っ
ていない人が大半であ
る．こと外交や交渉が
絡む世界情勢では，ま
ずPhDを持っていないと
該当する国際コミュニテ
ィで発言力を持つことは
不可能である．真の国
際人材を育成するため
にも，トップアップをねら
う大学院教育が必要で
ある．

3654

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試

30～
39歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

世界と伍する競争力を
有する大学づくりのた
め、国際的に第一級の
力量を持つ研究者等を
育成することは国策とし
て取り組むべき課題で
あり、大学間に競争原
理を持ちこむグローバ

グローバルＣＯＥプログ
ラムは、大学間で研究
者の育成方法を競いあ
い、よりよいアイディア
を出していく原動力とな
ると考えられる。また世
界的にみて大学院生へ
の資金的サポートが遅
れているが、この点に
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等） ルＣＯＥプログラムは適
切な方法である。

関してもグローバルＣＯ
Ｅプログラムはよくカバ
ーしている。

3655

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

ターゲットタンパク研究
プログラムは、現在まで
に多くの蛋白質の機能
解析から立体構造解析
の成果が現われてきて
いる。 
現在までの研究成果を
社会へ還元するための
段階であると考えられ、
最終年度である２３年
度も積極的に推進すべ
きである。 

ターゲットタンパク研究
プログラムは、食糧問
題、環境問題、医療な
ど社会還元への期待の
大きい蛋白質について
研究を行っているプロ
グラムである。 
２３年度は現在までの
成果を社会で利用する
ための研究を行う大事
な時期であり、積極的
な支援と取り組みの推
進が必要である。 

3656
その
他

60歳
～

経済
産業
省

27167
二酸化炭素
削減技術実
証試験事業

その他

１）他国の方法を日本で
二酸化炭素削減技術実
証試験事業としておこ
なうものである。 
２）日本は 地震火山の
災害国であるので、地
中貯留は不規則なガス
噴出を招き、結果的に
人工的に災害を加速す
る。 
３）地下貯留そのものを
見直すべきである。

１）ガスの平行移動の発
想で地下貯留であるの
で、問題がある。 
２）地表でそのガスを処
理する方法が加味され
ていない。 
３）あくまでも海外の安
定大陸で成功した地下
貯留の方法を日本で行
おうとしているため問題
が残る。詳細な研究等
の前に、日本でも適切
な手法である科学的概
略を説明する必要があ
る。 
４）たとえ地下で貯留で
きても、基本的に循環
するので、固定や削減
にはならない。 

3657

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24144
私立大学等
経常費補助

このまま
推進す
べき

日本の大学生の約８割
をかかえる私立大学に
おける高等教育の充実
は日本の成長の基盤で
ある．日本が直面して
いる種々の問題の課題
解決のためには，高等
教育の，特に質を高め
る必要がある．

約８割の大学生をかか
える私立大学の教育研
究環境の基盤を整備し
なければ，将来を担う
人材の競争力ひいては
国全体の競争力が落ち
ることはあきらかである
ため． 

3658
大学・
公的
研究
機関
（独
法・公

40～
49歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル
COEプログラ

このまま
推進す
べき

グローバルCOEプログ
ラムは、日本の既存の
大学組織では困難であ
った新しい研究分野の
研究体制を構築し、そ
のための人材育成を行
うことに成功してきた。
競争的な資金配分によ
り、大学運営にも新しい
研究分野でのグローバ
ルなレベルでの研究競
争に取り組むインセンテ

グローバルCOEは、日
本の研究大学間の競争
を高め、各大学が得意
分野を自覚し、資源を
集中し効率化していくた
めの起爆剤として十分
に機能した。新しい分野
の教育体制も整ってき
たところで、縮小・中断
することは、拠点に結集
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設試
等）

ム ィヴを生んだ。競争的資
金の獲得が大学にとっ
て魅力的なものにする
ためには、間接費を配
分することが必要であ
る。間接費の復活を含
め増額が必要である。

した研究者の雇用を失
わせるだけではなく、育
ちつつある学生の活躍
の場もなくなることを意
味する。

3659

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24006

ライフサイエ
ンスデータベ
ース統合 推
進事業（仮
称）

このまま
推進す
べき

分子生物学はより網羅
的、包括的な解析が主
流になっており、データ
ベースの拡充が必要不
可欠である。したがって
当事業の今後の推進を
強く求める。

本事業に含まれる蛋白
質立体構造データベー
ス(Protein Data Bank 
Japan, PDBj)は世界に
三か所しかない国際拠
点の一つであり、当分
野で今後も日本がイニ
シアティブをとっていくた
めにはぜひとも必要で
ある。

3660

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24146
私立大学等
研究設備等
整備費補助

このまま
推進す
べき

日本が直面している
種々の問題の課題解決
のためには，高等教育
の質を高める必要があ
る．大学生の約８割の
高等教育に携わる私立
大学の研究環境整備は
日本の成長に繋がる．
米国の研究開発費の資
金構造は私立大学でも
連邦・州政府からの資
金割合が圧倒的に多い
（科学技術指標2010, 
p.39図表1-3-12）．米国
型にまでする必要はな
いが，研究環境までも
自己資金でまかなって
いる私立大学の研究環
境整備を支援すべきで
ある．

国立大学に比べあまり
にも脆弱な私立大学の
研究環境を整備しなけ
れば，日本全体の研究
力・開発力の底上げに
ならない． 

3661

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24147

私立学校教
育研究装置
等施設整備
費補助

このまま
推進す
べき

日本が直面している
種々の問題の課題解決
のためには，高等教育
の質を高める必要があ
る．大学生の約８割の
高等教育に携わる私立
大学の研究環境整備は
日本の成長に繋がる．
米国の研究開発費の資
金構造は私立大学でも
連邦・州政府からの資
金割合が圧倒的に多い
（科学技術指標2010, 
p.39図表1-3-12）．米国
型にまでする必要はな
いが，研究環境までも
自己資金でまかなって
いる私立大学の研究環
境整備を支援すべきで

国立大学に比べ脆弱な
研究環境を整備しなけ
れば，日本全体の研究
力・開発力の底上げに
ならないため．
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ある．

3662

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

バイオリソースプロジェ
クトは、国策として推進
することを宣言している
「生命科学研究」の正に
基盤となるものであり、
さらなる充実が必要で
ある。また、このプロジ
ェクトは大学・研究所等
での研究に必須である
のみならず、実験プロト
コールと実験材料をセッ
トにして初等中等教育
機関に提供することで、
初等中等教育における
理科教育（特に実験系
の授業）の充実にも貢
献する。

世界をリード生命科学
研究を推進するには、
研究材料の質的・量的
充実が必須であること
は言うまでもない。次代
の研究を担う若者の育
成も重要であるが、昨
今の若者の理科離れは
極めて問題である。これ
に対する有効な対策の
一つは、初等中等教育
における理科教育（特
に実験系の授業）の充
実である。バイオリソー
スは、若者の興味を引
き、教育効果の高い生
物実験・実習を提案す
ることで、若者の理科離
れに歯止めをかけるこ
とに貢献できる。

3663

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24124
植物科学研
究事業

このまま
推進す
べき

植物科学分野は環境問
題や食料問題解決に非
常に有効な研究分野で
あると思うので、このま
ま推進すべき。

日本は資源や食料自給
率が低いので、エネル
ギー、食料増産、資源
の有効活用などの問題
に積極的に取り組むべ
きだと思います。その
為、二位ではいけない
と思います。二位で良
いという意気込みでは
良い結果はでないと思
います。

3664

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24150
理科支援員
配置事業

このまま
推進す
べき

理科離れが言われて久
しいが、その対策として
実際の最前線の研究を
経験した大学院生を教
育現場に配置する施策
は有効と考えらる。

技術立国である我が国
での理科教育は国の根
幹に関わる問題。理科
教育に別に専門の人員
の配置し、面白さを伝え
好奇心を育むのは有効
な手段。加えて、博士号
取得者のその後のキャ
リアが社会問題となって
いるがキャリアパス多
様化にも有効に機能す
ると期待できる。

3665

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

本プログラムは構造生
物学→生物学→生命科
学の分野発展に少なか
らず貢献しているもので
あり、このまま推進すべ
きであると考える。

本研究プログラムにお
いて、とりわけこれまで
高難度と言われたをタ
ンパク質の構造を迅速
に解析可能になったこ
とは構造生物学に関わ
るあらゆる分野にとって
不可欠であり積極的に
進めるべきである。 

世界初かつ唯一の衛星
搭載降雨レーダー 
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3666

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

総務
省

20116
電磁波計測
基盤技術の
研究開発

このまま
推進す
べき

日本の衛星搭載レーダ
ー技術は世界をリードし
ており、これからも
EarthCARE、GPMなど
の衛星搭載雲降水レー
ダーの技術開発や、次
世代の衛星技術開発を
おおいに推進すべきで
ある。

TRMM PRは、世界をリ
ードする日本の電磁波
計測基盤技術の成果で
あり、現在12年に及ん
で得られたデータは世
界中の研究者に利用さ
れて、地球気候を理解
するためのカギとなる熱
帯亜熱帯降水について
次々と新しい知見をも
たらしている。将来にわ
たって日本は、このよう
に世界的に評価される
レーダー技術研究を推
進すべきであるため。

3667

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24004

次世代がん
研究戦略推
進プロジェク
ト

このまま
推進す
べき

本研究は、人類の生命
にとっても最も大きな脅
威に対して立ち向かう
科学の成果であり、ぜ
ひ推進すべきと考える。
日本が誇る最先端が学
技術を結集し、日本国
民ばかりでなく、世界の
人々もその恩恵に預か
れるようがん対策の見
本を示すべきである。

日本国の高い科学技術
は明治以降の国策的な
科学に対する理解と大
学における国家的事業
として支えられて来た。
従って、その成果を日
本国のみならず全世界
に恩恵を与えることがで
きれば日本の理解も深
まると考えられる。また
本来税金で支えられて
きた基礎科学の成果を
広く人類に還元する最
良の機会である。

3668
民間
企業

40～
49歳

文部
科学
省

24187

産業イノベー
ション加速事
業【戦略的イ
ノベーション
創出推進】

このまま
推進す
べき

産学連携にもかかわら
ず最長10年間の長期的
視野を考慮していること
に特色を有する研究開
発事業であり、新しいタ
イプの研究開発成果の
出現が期待できる。

産学連携により研究開
発チームのバラエティを
加味した上で、最長10
年間の長期的視野を考
慮して研究開発が進め
られており、これまでの
大学等での研究成果を
粘り強く実用化まで持っ
ていくことが可能である
と考えられる。 
これまでこのようなタイ
プの事業はあまりなく、
骨太の研究開発成果の
出現が期待できる。

3669

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24020

イノベーショ
ンシステム整
備事業（イノ
ベーション成
長戦略実現
支援プログラ
ム）

このまま
推進す
べき

結構な施策である推進
すべきです。

大学の成果は知的財産
として保護し推進すべき
です。

数学が高度な科学理論
を表現する基礎言語と
して、科学の革命的な
進展の度に大きな役割
を果たしてきたことは歴

この施策が実際に効果
を上げると予想される
証拠として、平成19年
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3670

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24019

数学・数理科
学と他分野
の連携拠点
形成支援プ
ログラム

このまま
推進す
べき

史から明らかである。現
代においては科学技術
は高度に発達し、各分
野の専門家の間での相
互理解は容易でなくな
ってきている。数学はモ
デルにとらわれない普
遍的な言語であるの
で、こうした諸分野の間
の本質的な相互理解に
は不可欠である。こうし
た状況から、本施策は
研究者間の連携を深め
ることを推進するもので
あり，実効性が極めて
高いことが予測される。
よって積極的に推進す
べきである。

度から始まったJSTの
戦略的創造推進事業
「数学と諸分野の協働
によるブレークスルーの
探索」が挙げられる。実
際、本戦略領域への採
択率が約１０％程度で
あったことからも、多く
の研究者が諸分野との
連携に高い関心を示し
ていることが伺える。こ
のことは、数学者の側
が本施策を有効に実施
できる基盤をすでに構
築していることを意味し
ている。

3671

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

世界最高レベルの研究
施設として、現在もこれ
からも最先端の研究が
進むことでしょう。宇宙
でどのように元素が作
られたかを解明すると
いうような、夢のある研
究に大変期待していま
す。これからもどんどん
研究を進めて頂きたい
と思います。

RIBFは、海外からも大
変注目されており、間違
いなく世界をリードして
いく研究施設だと思い
ます。今後どんどん研
究成果を挙げて、さらに
は優秀な人材を育て、
排出するためにもぜひ
とも推進するべきだと思
います。

3672
民間
企業

50～
59歳

総務
省

20112

ユニバーサ
ル音声・言語
コミュニケー
ション技術

このまま
推進す
べき

多言語対応の文章・音
声翻訳アプリとして、公
開実証試験が始まって
います。それ自体が先
端的な業績ですが、さら
に精度を上げ、対象言
語を増やすことによって
訴求効果も格段に増す
ことと思います。 
また、非言語コミュニケ
ーションの研究開発は
挑戦的な課題で、一企
業によるよりも国家的な
取り組みが必要です。 

データ処理技術の向上
とネット上のデータ爆発
によって、言語処理技
術開発の速度は日々速
まっています。この分野
の技術は、開発を減速
すれば置き去りにされ
るという状態にありま
す。規模をともなった継
続が必要です。 
また、最新の言語処理
はデータ駆動型なの
で、ソフト構築よりもデ
ータ構築のために大き
なコストがかかります。
そういったデータ構築は
新しい雇用創出に直結
するため、技術だけで
ない社会還元の効果が
期待できるものです。

3673
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27159
省エネルギ
ー革新事業

このまま
推進す
べき

省エネルギー技術は日
本としての差別化技術
としてなくてはならない
ものである。本事業をと
おして積極的に投資し、
革新的な省エネルギー

革新的な省エネルギー
技術について、基礎か
ら実用化に至るまで、
各ステージで適切な取
組みがなされており、過
去の事業においても着
実な成果が出ている。 
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技術を広く開発・実用化
させていくべきと考え
る。

省エネルギー技術は日
本の命運を握るもので
あり積極的な投資が不
可欠。

3674

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

ターゲットタンパク研究
プログラムは、４年目に
入り、蛋白質の機能解
析から立体構造解析へ
と着々と成果が進捗し
ています。 
さらにステップを進める
局面でありますので、最
終年度である２ 
３年度以降も積極的に
推進すべきだと思いま
す。 

ターゲットタンパク研究
プログラムは、有用か
つ難易度の高い蛋白質
研究に焦点を絞って行
っている研究プログラム
でありますので、医療な
ど幅広い分野の社会還
元への期待は大きいと
考えられます。２３年度
は非常に重要な時期で
あり、積極的な支援と精
力的な取り組みの推進
が必要だと思います。 

3675
民間
企業

60歳
～

文部
科学
省

24136
世界トップレ
ベル研究拠
点プログラム

このまま
推進す
べき

研究機関の予算は、原
則削るべき手はない。
日本においては基礎研
究がないがしろにされ
ているような気がしてお
り、このままでは世界に
遅れをとることになるの
ではないかと、危惧して
いる。世界一を目指さな
ければ、技術や研究の
発展はないと考えてい
る。

世界に先駆ける研究で
あれば、無制限といえ
ないが、潤沢な予算を
つけなければ、研究は
進まないだろうし、研究
者も育っていかない。基
礎的な研究は、すぐに
結果が出るものではな
いし、長い期間と多額
の資金が必要である。

3676
その
他

30～
39歳

文部
科学
省

24181

イノベーショ
ンシステム整
備事業（地域
イノベーショ
ンクラスター 
プログラム）

このまま
推進す
べき

責任組織を京都府及び
京都市とし、京都に本
社を構え世界を代表す
る会社が共同研究企業
として参画し、国公立私
大を含めた総合的な研
究体制を構築している
事業をこれからも国を
あげて継続させテイク
必要がある。

最先端の研究成果を多
数創造・発信する研究
型総合大学や研究機関
の存在、ナノテクノロジ
ーを基盤とする高度な
製品開発力により世界
をマーケットとして展開
する高機能製造業企業
が集まる京都地域の強
みを最大限に活かした
世界トップレベルの研
究をこれからも継続し国
民に成果を還元してい
って欲しいから。

3677
民間
企業

30～
39歳

経済
産業
省

27005 グリーン・サ
ステイナブル
ケミカルプロ
セス基盤技
術開発（化学
品原料の転
換・多様化を

このまま
推進す
べき

資源の少ないわが国に
とって、将来の石油枯
渇リスクを回避し、持続
可能な低炭素社会を実
現することは急務であ
る。高強度、軽量といっ
た優れた物性をもつ天
然材料であるセルロー

わが国の基幹産業の一
つである自動車の全重
量の８割を金属が占
め、そのうちの大部分を
高強度部材用の鋼鉄や
アルミニウムが占めて
いる。これまでに多くの
天然由来樹脂による置
き換えが検討されてき
たが、これらは強度が
低く、使用用途が従来
の樹脂内装の一部に限
定されている。鋼鉄の5
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可能とする革
新グリーン技
術の開発）

スを自動車などの高強
度部材に適用する本施
策は早急に実施される
べきである。

倍の引張強度を持つセ
ルロースを用いた本施
策の樹脂複合材料は高
強度、低比重であるた
め、高強度部材への適
用が期待でき、更には
製造及び走行時に発生
するCO2を大幅に削減
できる。 

3678

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・定
着事業

このまま
推進す
べき

若手研究者自立のため
の施策は重要だと思う
から。

将来の学術研究を担う
若手研究者に対しての
支援を続けることは必
要です。

3679

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24143
グローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

日本は資源がない国な
ので、科学技術で国を
新興していくしかない。 
それにもかかわらず、
一律に予算を削減する
というのはどうかと思
う。 
グローバルCOEプログ
ラムは先端研究や若手
研究者の育成で非常に 
成果を挙げている。この
ようなすぐれたプログラ
ムはこのまま推進して 
いくべきである。 

上で理由も述べた。 

3680

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

農林
水産
省

26108

新たな農林
水産政策を
推進する実
用技術開発
事業

このまま
推進す
べき

 食料自給率の低下、
食の安全や信頼、地球
温暖化などの環境問題
など、農業や食料を取り
巻く課題は、国民にとっ
て最も重要な問題であ
り、増加している。これ
らの諸課題を解決すべ
き事業として、さらに拡
充が必要である。

 農業の担い手の減少
や高齢化など農業が抱
える問題は多い。これら
を技術的な方策で解決
するためは、省力技術
や経営安定技術の開発
が望まれる。この事業
は、現場ニーズを踏ま
えた実用化研究を推進
するものであり、有効性
が極めて高いため。

3681
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27005

グリーン・サ
ステイナブル
ケミカルプロ
セス基盤技
術開発（化学
品原料の転
換・多様化を
可能とする革
新グリーン技
術の開発）

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

化学品原料のバイオマ
ス転換に関する技術開
発をこれまで以上に強
力に推進すべきである
と考えます。（予算額、
テーマ数の上積みが必
要だと考えます。） 
原料のバイオマス転換
には、安価なバイオマ
ス原料の調達に関する
技術開発、インフラ整備
等も重要になるため、
他省庁と連携を取りな
がら政府主導で推進す

化石資源の少ない日本
国が、将来必ず起こる
石油危機（石油価格高
騰）を乗り切れる道理が
無い以上、化学品原料
のバイオマス転換技術
を諸外国に先駆けて獲
得することは必要不可
欠であると考えます。 
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べきものと考えます。

3682

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24010
女性研究者
研究活動支
援事業

このまま
推進す
べき

女性研究者の支援は環
境整備等を含めて中長
期的に支援していく必
要がある。

新成長戦略のシナリオ
に沿っている。

3683

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

科研費は予算削減の対
象からはずして、むしろ
予算を増加させる方向
で 
考えるべきである。

日本は資源がないの
で、科学技術でやって
いくしかない。科研費は
科学の研究にとって不
可欠のものである。 

3684

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

総務
省

20004

脳の仕組み
を活かしたイ
ノベーション
創成型研究
開発

このまま
推進す
べき

脳機能解明とそれに基
づいたブレインマシンイ
ンターフェイス(BMI)は、
とりわけ、高度成熟社
会での少子高齢化、介
護、障害者の社会参
加、高度ストレス（環境・
心）、情報通信量の巨
大化、エネルギー等の
問題解決にも関わって
おり、非常に重要であ
る。 
欧米でも巨額の研究予
算が投じられ国家レベ
ルでの取り組みも行わ
れている。 
日本は、少し前までは
BMIでは遅れをとってい
たと思われるが、基礎
研究の進展により、最
近では、欧米を追い越
しているところもある。ま
た、基礎研究や技術の
発展と共に、従来から
強かったロボット技術を
生かし、BMIでイニシア
チブをとることができれ
ば、巨大輸出産業にも
なりうる。早急な研究の
進展が必須である。 

BMIの進展は、失われ
たり弱くなったヒトの機
能を補うばかりでなく、
高齢化社会の介護問題
の解決にもつながる。ま
た脳機能の解明は、
BMIばかりでなく、適切
な知育・発育環境を作り
出したり、次のような高
度成熟社会がかかえる
問題の解決にもつなが
る。たとえば、精神疾患
の早期発見・治療がで
きる、こころのひずみを
早期に見いだし対処で
きる、ストレスや精神疾
患 
の適切なカウンセリング
ができる、心と体の両面
での安らぎを客観的に
評価しより健全な社会
を構築するなど。 
更に脳は、２０ワットの
エネルギーしか使用し
ていないにもかかわら
ず、莫大な情報処理を
行っている。この情報処
理機構を模倣すること
ができれば、急激に増
大している情報通信に
使われているエネルギ
ー問題にもなる。このよ
うに、本施策は、非常に
重要であり、進展させる
必要がある。 

本施策はＩＣＴ（情報通
信技術）を用いて環境
保全、気象予測、電磁
環境保護、時間標準等

本施策の中で注目を引
いたのは、気象レーダ
などの衛星搭載センサ
を開発するだけでなく、
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3685

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

総務
省

20116
電磁波計測
基盤技術の
研究開発

このまま
推進す
べき

の研究開発を行うもの
で、電磁波を有効利用
して我々の社会を豊か
にしようとするものであ
る。研究分野は、国際
競争や国際協力が不可
欠なもの、また日本国
内に特有のものなど多
岐に渡っているが、人
類の貴重な資源である
電磁波を用いる点が共
通である。我々の生活
を豊かにするだけでなく
社会経済の発展にも寄
与するので、是非とも推
進してほしい。

それを用いて世界の雲
分布及び降水の計測を
実現するというもので、
現在よりも高精度で地
球環境を観測するのは
極めて重要である。ま
た、電磁波は目に見え
ないために干渉の問題
があるが、これを解決
し、病院などでも安全に
かつ便利に電磁波を用
いた装置を使用できる
ようにすることは、我々
の生活にとって不可欠
であり、研究開発推進
の継続を望む。

3686

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24176

光・量子科学
研究拠点形
成に向けた
基盤技術開
発

このまま
推進す
べき

更に国としてできる限り
増強すべきところと考え
る。大変重要な基盤技
術であり、大いに推進
すべきところと考える。

加速器を用いた粒子線
による量子技術および
レーザーを用いた光量
子技術は現代の情報・
環境・基礎科学・医療の
イノベーションの源泉で
あり、生まれる先端科
学・技術の大きさだけで
なく、この技術を目指し
た産学の力を育成する
ための格好の場となっ
ている。これなくしては
加速器やレーザーを用
いた科学・技術の新展
開は起こらない。

3687

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

ターゲットタンパク研究
プログラムは、４年目の
２２年度に入り、蛋白質
の機能解析から立体構
造解析へと成果が結実
している段階である。さ
らにステップを進める局
面であることから、最終
年度である２３年度も積
極的に推進すべきであ
る。 

ターゲットタンパク研究
プログラムは、これまで
のプロジェクト等によっ
てもたらされた研究成
果や研究基盤を活用
し、現在の技術水準で
は構造解明がきわめて
難しいものの学術研究
や産業振興に重要なタ
ンパク質をターゲットに
選定し、高難度タンパク
質の構造・機能解析の
ための技術開発を行い
つつ、ターゲットタンパ
ク質の構造と機能の解
明をめざすプロジェクト
です。「技術開発研究」
では、タンパク質試料を
つくる「生産」、立体構
造を明らかにする「解
析」、および機能を操る
「制御」の技術開発を、
また、「ターゲットタンパ
ク研究」では、基本的な
生命現象の解明、医

23



学・薬学等への貢献、
および食品・環境等の
産業応用に向けてター
ゲットとなるタンパク質
群の構造・機能解析を、
一つのプロジェクトとし
て進めなければならな
い。

3688

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

研究が進むにつれ、新
たに変異株や遺伝子組
み換え体などが単離さ
れていく。単離されたこ
れらは日本の大切な知
的財産であり、単離され
た後に維持していくこ
と、いつでも必要な人が
利用できる状態にして
おくことは、今後の研究
の発展において非常に
大切である。これを行う
のは個人レベルでは難
しく、公の機関が必要で
ある。本プロジェクトは
実績もあり、既にこの役
割を果たしており、今後
も続けるべきである。

研究はそれぞれの大
学、企業、研究所で行
われている。それぞれ
から独立に単離された
変異株や遺伝子組み換
え体を集約し、管理、供
給することは、民間の予
算や設備では非常に難
しく、公の予算が必要で
ある。現在ではこのプロ
ジェクトは海外にも認め
られており、需要が非
常に高く、今後維持して
いくべきだと思われる。

3689

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24012
博士課程教
育リーディン
グプログラム

このまま
推進す
べき

次世代のリーダとなる
若手研究者を育成する
ことは，日本の国際競
争力を高める上でも重
要である。優秀な学生
が博士後期課程および
その後のキャリアパス
に魅力を感じられるよう
な体制の構築をぜひお
願いしたい。

現在のグローバルCOE
プログラムでは，多くの
若手研究者が多くの支
援をうけ，国内外の若
手同士が切磋琢磨する
環境が整いつつある。
優秀な若手研究者，学
生の成長を促す仕組み
の一層の充実をぜひお
願いしたい。 

3690

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24019

数学・数理科
学と他分野
の連携拠点
形成支援プ
ログラム

このまま
推進す
べき

この新規事業を採用す
べきである。

数学は科学の基礎であ
る。応用ばかりに目を
向け基礎を怠っても、 
ブレークスルーを生み
出せるわけがない。 

3691

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24012
博士課程教
育リーディン
グプログラム

このまま
推進す
べき

大学院における教育機
能の強化は，必要であ
る。

国際社会で通用する人
材育成を目指さなけれ
ばいけないと思うから。

周波数有効
利用に資す

移動体通信向けの衛星
通信の需要は今後も拡
大していくが、周波数の

携帯電話の場合は、通
信エリアを小さくして、
周波数利用効率の高い
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3692
民間
企業

40～
49歳

総務
省

20005

る次世代宇
宙通信技術
の研究開発
（動的偏波・
周波数制御
による衛星通
信の大容量
化技術の研
究開発）

このまま
推進す
べき

有効利用には限界があ
る。衛星通信の場合、
携帯電話と異なり劇的
に周波数利用効率を上
げることは困難なので、
このように1.5倍向上さ
せるのは画期的といえ
るので、ぜひとも推進し
て欲しい。

変調方式を採用するこ
とで収容数を増加でき
る。しかし、衛星の場合
はエリアを小さくするこ
とは限界があるし、選択
できる変調方式は限ら
れている。今回の提案
は、その中で1.5倍向上
させる画期的な技術と
考えるので。

3693
民間
企業

50～
59歳

経済
産業
省

27007

次世代印刷
エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業

このまま
推進す
べき

本テーマで対象としてい
る印刷技術による手法
は、これまでのエッチン
グ技術による回路基盤
製造方法と異なり、余
分な部分を廃棄するの
ではなく、必要な部分を
付加するアディティブな
手法である。 
従って、資源の無駄が
少なく環境に配慮した
手法と言える。 
また、ロール・ツー・ロー
ルに代表される印刷手
法は、精度の向上が実
現できれば、大面付け
が可能となり、生産コス
トを大幅に削減すること
が可能となる。 
その結果、本技術を利
用したフレキシブル電
子素子が実現可能とな
り、ウェラブル情報機器
の実現に大きく寄与す
ると思われる。

本テーマは、俗に言うプ
リンタブルエレクトロニク
ス技術に属するもので
あり、各国で関心が高
まりセミナー等も多数開
催されている。 
我が国において、この
分野で率先して技術開
発・蓄積を行うことによ
り、他国に対するエレク
トロニクス部品分野での
競争力強化に、大いに
貢献すると思われる。

3694

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

ナショナルバイオリソー
ス事業が、我が国の将
来にとって欠くべからず
ものである

バイオリソースは日本
の貴重な研究資源であ
り、また将来産業的も重
要になる資源も多く存
在すると思われる。この
ような研究資源は継続
的に維持管理すること
が重要であり、一旦支
援が途絶えた際には、
貴重な資源のほとんど
が失われることになり大
きな損失となる。

3695
大学・
公的
研究
機関
（独
法・公

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

ナショナルバイオリソー
スプロジェクトに関連す
る予算削除は一切認め
られない

酵母をモデル生物とし
た生命科学はあらゆる
生命科学研究分野の基
盤であり酵母株をオー
プンリソースとしてシェ
アする事業は本来もっ
と大きな予算を分配して
大規模に運営して然る
べき事業であり、将来
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設試
等）

的にみて日本の生命科
学研究に欠く事ができ
ない。予算の削減には
断固反対である。

3696

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24013
理数学生育
成プログラム

このまま
推進す
べき

この事業を継続すべき
である。

理数学生育成プログラ
ムは非常に優れた教育
プログラムである。 
未来の人材に予算を投
入しなければ、科学は
衰退するばかりである。

3697
民間
企業

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

バイオテクノロジーの進
展のためには必須の基
礎的な事業だと思いま
す。

日本の強みである微生
物に関する研究の基礎
となるものであると思い
ます。

3698

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

ナショナルバイオリソー
ス事業が、我が国の将
来にとって欠くべからず
ものである

現在までも生命現象の
解明と、数多くの研究業
績の輩出に貢献してき
た。

3699

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

今後はターゲットタンパ
クリストの再検討や、創
薬等支援技術基盤プラ
ットフォームのターゲット
タンパク研究への支援
体制を強化する等、改
善をした上で継続する
べき。

タンパク質の構造解析
は困難であるが、本当
の意味でのタンパク質
の機能を知る上で重要
な研究である。ターゲッ
トタンパク研究プログラ
ムは世界的に見ても優
れた成果を上げており、
数年後にさらなる成果
が期待できる。しかし、
この分野は国際的にも
競争が激しく、また、解
析すべき重要なタンパ
ク質の数は膨大であ
る。 
今後も限られた効率よく
成果を上げるために、
重要なタンパクを厳選し
てプロジェクトを進める
ことが重要である。

3700

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このまま
推進す
べき

素粒子から物質・生命
まで、とても広い範囲で
最先端の研究が行われ
ています。個人的には、
超低速ミュオンビーム
の実現を心待ちにして
いる海外の研究者の話
しをよく耳にします。ぜ
ひとも推進させて、世界
最高のパルスミュオン
施設としても活躍しても

この計画によってもたら
される研究成果は、
様々な分野にまたが
り、遠い将来を見据え
れば、推進して資金を
投入することは十二分
に価値あることだと思い
ます。
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らいたいです。

3701

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24119

ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト
（NBRP)事業

このまま
推進す
べき

予算削減に反対しま
す。

リソース事業で管理さ
れている研究試料はも
ともと科学研究予算で
作成されたものです。そ
ういう意味では国の財
産でもあるわけです。国
政によりその財産をな
いがしろにするのは間
接的にしろ、予算の無
駄使いに値すると考え
ます。また、研究試料は
個人に属するものでは
なく、雑誌に記載されて
以降は日本および世界
の研究者の共有財産で
もあるわけです。その試
料の利用などの利便性
を維持、向上することは
研究の発展にもつなが
り、国益とも一致するも
のと考えます。従って、
貴省には現在の事業の
維持発展に尽力いただ
きたい次第です。

3702

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

大学院生、一般市民の
学びの助けとして必要
である。

GCOEがあってこそ、未
来に向けた大きな研究
ができるから。

3703
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27005

グリーン・サ
ステイナブル
ケミカルプロ
セス基盤技
術開発（化学
品原料の転
換・多様化を
可能とする革
新グリーン技
術の開発）

このまま
推進す
べき

持続可能な低炭素社会
と将来の石油枯渇に対
しても必須技術だと思
いますので、このまま推
進すべき。

植物原材料からのモノ
マー原料化技術やその
合成技術は化学合成、
微生物合成に限らず、
将来必須の技術だと思
います。また、その合成
されたポリマー原材料
を改質する技術は日本
が最も得意とする技術
分野で現在世界をリー
ドする改質技術をさらに
伸ばすためにも必須。

3704

大学・
公的
研究
機関 30～

文部
科学

24143

グローバル
COEプログラ

このまま
推進す

この政策は日本の教育
水準を充実、向上させ
ると共に世界をリードす
る研究の創造並びに研
究者の育成にとって重
要でありこのまま推進さ
せていくべきであると思
います。国際競争力の
大学づくりを促進させる
目的であるこの補助金

グローバルCOEプログ
ラムの理念の一つ、つ
まり世界にリードした研
究と人材の育成、により
生まれて育まれて来た
研究並びに研究者が多
数います。またこの政
策は始まって数年であ
り、まだ成熟途中である
研究並びに研究者も大
勢います。 
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（独
法・公
設試
等）

39歳 省 ム べき が無くなれば、教育、技
術力、人材といった面で
国際社会から遅れをと
る事になりかねません。
そのような事態をさける
為にも逆により国際競
争力のある日本を形成
させる為にもこの補助
金を推進させていくべき
であると考えます。

これらを途中で切り捨て
る事は技術力、文化、
教育という大事な面で
日本の国際競争力を衰
えさせる事につながり
かねません。 
このような分野は将来
の日本の為にも継続的
かつ積極的な支援が必
要であると思います。

3705

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

農林
水産
省

26106

鳥インフルエ
ンザ、ＢＳＥ、
口蹄疫等の
効果的なリス
ク管理技術
の開発

このまま
推進す
べき

これまで以上に推進し
ていくべき。

BSEは感染症の中でも
世界的な問題となって
いる。しかしこの問題を
解決すべき研究は遅れ
ている。これまで以上に
力を入れ、予防法、治
療法等を確立しなけれ
ばならない。

3706

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

ターゲットタンパク研究
プログラムは、４年目の
２２年度に入り、蛋白質
の機能解析から立体構
造解析へと成果が結実
している段階である。成
果を社会へと還元する
ため、さらにステップを
進める局面であること
から、最終年度である２
３年度も積極的に推進
すべきである。 

ターゲットタンパク研究
プログラムは、有用か
つ難易度の高い蛋白質
研究に焦点を絞って行
っている研究プログラム
であり、食糧問題、環境
問題、医療など社会・経
済上の意義の高い研究
成果を創出し得るもの
と期待される。２３年度
は肝心の収穫時期であ
り、積極的な支援と精
力的な取り組みの推進
が必要である。 

3707

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

研究遂行に必要な基本
的なリソースとして非常
に有用であり、有り難く
活用させていただいて
いる。

まずは研究者により管
理がされているため、そ
の品質に安心感がある
こと。さらに国内のリソ
ースのため、利用許諾
など手続きが明瞭なこ
と。ほぼ実費のみで提
供されるため利用者が
多く、それによって品質
管理にフィードバックさ
れていること。

3708

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

ナショナルバイオリソー
ス事業による生物資源
の確保は我が国の科学
技術分野において非常
に大きな国益をもたらす
ことはいうまでもなく、日
本の研究分野の発展に
取って必要不可欠なも
のであり、本事業のこの
ままの推進を望んでい
る。

現在、本事業では、か
なりの保存種数を確保
していただいているが、
今後、更なる拡張が必
要とも認識しており、本
事業の改善というより
も、現状の体制をこのま
ま推進することで、さら
により良いものに発展
するものと考えている。

科学研究費補助金は，
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3709

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

研究者の自由な発想に
基づく，ボトムアップ型
の競争的資金である。
わが国の研究基盤を支
える最も重要な研究資
金となっている。しかし
ながら，最近は中心的
な基盤研究を含め，採
択率が必ずしも高くな
く，一層の科学研究費
補助金，特に基盤研究
の充実を期待したい。

大学の運営費交付金が
大きく削減する中，優秀
で意欲的な研究者であ
っても必要な研究費の
確保が難しくなってきて
いる。独創的な研究を
行っている研究者が必
要な研究費を確保し，
研究に専念できる環境
の整備を期待したい。

3710

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

新しい研究結果を日本
から発信し続けるには、
グローバルCOEによる
大学院生の支援が不可
欠です。

グローバルCOEのおか
げで、東京大学大学院
でお給料（家賃＋α）を
頂いてます。大学院生
が新しい研究を開拓す
るには3-5年程の時間
が必要です。現場で研
究を行う20代後半の大
学院生には、わずかで
もお給料をいただけると
いうことは経済的にはも
ちろん、人間としての尊
厳を保つために精神的
に大きな意味を持ちま
す。新しい研究を日本
から発信し続けるには、
グローバルCOEを介し
て大学院生を支援する
ことが必要です。

3711

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

本プロジェクトは強力に
推進すべきであると考
えます。本プロジェクト
無しにはバイオサイエン
ス研究は著しく停滞しそ
の結果、国益を損ねる
こととなります。

科学技術立国は我が国
の重要政策の一つであ
ります。本プロジェクトに
より収集、配布されてい
いるリソースは多種多
様にわたりバイオサイ
エンスの多くの分野に
貢献ししています。代替
機関として米国のATCC
などがありますがリソー
スの種類や数が限定的
であるばかりでなく生物
種の輸入を伴うので検
疫等煩雑な手続きが必
要にないます。また価
格も非常に高く、研究者
にとって負担となりま
す。そのような訳で、本
プロジェクトの縮小は研
究を停滞させることとな
り、国益を損ねるもので
す。

[推進に賛成する理由] 
近年はインド、中国にも
科学でも劣っている.ゆ
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3712

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24143
グローバル
COEプログラ
ム

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

GCOEプログラムのおか
げで、研究に集中でき
る時間が圧倒的に増え
た。中でも研究費の援
助は学生にとっては非
常にありがたく、情報収
集や研究発表の機会が
飛躍的に増えた.是非プ
ログラムを推進して欲し
い. 
 
しかし、求める改善点が
ある.評価基準をあまり
にも論文数に頼りすぎ
ていると感じる.結果、す
ぐに書けない研究を避
ける傾向があり、結果レ
ベルを下げている。もっ
と多角的な側面から研
究を評価して欲しい。

とり教育の世代が社会
で活躍し始める頃には
その差が顕著になるこ
とは明らかである。ある
議員がスーパーコンピ
ューターは一位でなくて
はいけないのですか。と
質問していて驚愕した.
一位でなくては意味が
ないのが科学の研究な
のだ。学生は必死に研
究している.どうか継続し
て援助していただきた
いと願う. 
[改善を求める理由] 
思わぬ研究が大発見に
繋がるのが科学である.
企業の研究所では目先
の結果を求めるのは当
然だが,大学では目先の
結果に囚われずに研究
に没頭させて欲しい.や
りやすい流行をちょこち
ょこ食いつぶす方針で
は、難しい話題は趣味
でやるしかない。 

3713

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24124
植物科学研
究事業

このまま
推進す
べき

植物科学は新たな資源
の開発に必要であり推
進すべきである

植物は我々の食料やエ
ネルギー資源、医薬品
原料など様々な用途に
利用されている。さらに
今後新たな資源として
の可能性も大いにあ
る。農水省などでも植物
の応用研究は盛んにさ
れているが、植物の潜
在能力の基礎的な側面
の研究は応用研究に生
かされる重要な分野で
ある。

3714

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24176

光・量子科学
研究拠点形
成に向けた
基盤技術開
発

このまま
推進す
べき

量子ビーム技術は、産
業応用に密接にかかわ
り、基礎研究として 
発展させるべき分野で
優先度は高いと思いま
す。基礎研究は、利益
が見えにくいことから、
優先度を判定すること
は 
大変難しいことだと思い
ますが、専門家によって
議論を尽くしてもらいた
いと思います。

光を用いた技術は、将
来の応用を見据えて基
盤整備を行うことが必
要です。この分野にお
いて、諸外国に比べて、
日本は若手の人材が不
足し、研究競争力の脆
弱化が憂慮されます。

民間 40～ 経済

次世代印刷
エレクトロニ
クス材料・プ このまま 裾野が広い印刷業界で

意匠表現印刷はワール
ドワイドでの競争が激し
い。 
機能性を有する印刷と
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3715

企業 49歳 産業
省

27007

ロセス基盤
技術開発事
業

推進す
べき

世界に先駆けた先端技
術の構築が必要。

して発展途上でありまさ
に生き残りを掛けた 
技術開発の継続が必要
と感じるため。

3716

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

ナショナルバイオリソー
スプロジェクトは日本が
世界に誇るバイオ資源
を有し、今後も本プロジ
ェクトを継続し、間違っ
てもプロジェクトを停止
させてバイオ資源を廃
棄や散逸させることが
あってはならないと考え
ます。

個人商店のような研究
者のコミュニティーにお
いて、研究上必要な研
究材料は、これまでは
必要に応じて個別にお
願いして分譲してもらう
必要があった。それは、
時間を浪費し、場合に
よっては必要な材料を
探しきれなかったり、分
譲をことわられることも
あった。それが、本プロ
ジェクトにより、生物種
ごとに、膨大なコレクシ
ョンが収集されたことに
より、必要な生物材料
が簡便に入手できるよ
うになった。このことは、
研究の活性化だけでな
く、人件費や研究費の
節約にもつながり、日本
の科学研究や予算に対
してもより良い影響をも
たらしていると考えま
す。

3717

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

ターゲットタンパク研究
プログラムは、４年目の
２２年度に入り、蛋白質
の機能解析から立体構
造解析へと成果が結実
している段階である。 
成果の社会還元へとさ
らにステップを進める局
面である。日本が世界
を先導していくために、
最終年度である２３年
度も積極的に推進すべ
きである。 

ターゲットタンパク研究
プログラムは、有用か
つ難易度の高い蛋白質
研究に焦点を絞って行
っている研究プログラム
であり、食糧問題、環境
問題、医療などへの貢
献は大きいと考えられ
る。２３年度はこれまで
の成果が実る肝心の収
穫時期であり、積極的
な支援と精力的な取り
組みの推進が必要であ
る。 

3718

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公

20～
29歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

RIビームファクトリーは
世界最大強度の不安定
核を生成できる施設で
す。自然界では存在し
ない未知の原子核を生
成し、構造を研究するこ
とは不安定核のみなら
ず安定な原子核の物理
的な理解や量子力学の
理解にまで深い示唆を
与えると思います。RIビ
ームファクトリーは世界
中で建築が進んでいる

RIビームファクトリーの
計画は世界をリードす
るものになっており、原
子核科学をはじめとし
た生物分野への応用な
ども行われています。物
理学に限らず化学、生
物学、植物学など幅広
い基礎科学への貢献が
期待できると思います。
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設試
等）

RI施設の 
うち、先駆けて完成した
RI施設であり、この計画
はよりいっそう推進し、
この分野を日本がリー
ドしていくことが必要だ
と思いますし、それが可
能な状況にあると思い
ます。

国際的な研究拠点とし
てRIビームファクトリー
が発展することは国内
外の地位の維持、向上
にもつながると思いま
す。

3719

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24003

（独）海洋研
究開発機構
運営費交付
金「海洋資
源・エネルギ
ーの探査・活
用技術の研
究開発」

このまま
推進す
べき

海洋資源の開発力は、
隣国とのEEZ問題も含
み、早急に確立する必
要がある。またその技
術の継続力と新規発展
させる力量が、今後さら
に求められると考えら
れる。

資源に乏しい日本で
は、他国と比較して、特
に大規模なプロジェクト
化が必要となる海洋資
源の開発力が未だに乏
しい。近隣国とのEEZ問
題を解決するためにも、
新たな資源の探索と実
用化を進めるためにも、
高度な海洋資源探査、
活用技術は必須なもの
である。

3720

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

大学の教育・研究環境
の整備は強力に推進す
べきである。

地方の国立大学の存在
は，地域経済に及ぼす
影響は計り知れないも
のがある。ぜひとも地域
活性化・地域の拠点とし
て施設整備を推進して
いただきたい。

3721

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24143
グローバル
COEプログラ
ム

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

現在の形態は予算を研
究拠点に重点的に配分
するとはいえ，効果的に
運用されているかという
点には疑問が残る．研
究費に関しては従来の
公募型の研究費に統一
し，グローバルCOEプロ
グラムへの資金は，大
学院学生への給与やポ
スドクの雇用などに使
用し，人材の活性化を
目指すべきである．

資源の乏しい我が国に
おいて，人材の育成及
び確保は重要課題であ
り，昨今の科学離れや
ポスドク問題は，今後50
年の繁栄を考慮した際
に致命的である．優秀
な人材を国内国外問わ
ず確保することは非常
に重要であると考えら
れる．

3722

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

わが国の学術研究を支
える非常に重要な施
策。学術研究を継続的
に支援を続けていくこと
が重要だと思う。予算
の拡充も必要。

科学研究費補助金で支
援された研究は研究成
果がすぐに現れるもの
ばかりではないと思うの
が，そのような学術研
究を支援する施策は是
非必要だと思う。

3723
大学・
公的
研究
機関 20～

文部
科学

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解

このまま
推進す

ターゲットタンパク研究
プログラムは世界的に
見ても優れた成果を上
げている。困難であるた
め時間がかかるが、さ

この分野は国際的にも
競争が激しく、限られた
予算で効率よく成果を
上げるためには、重要
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（独
法・公
設試
等）

29歳 省 析研究イニシ
アティブ

べき らに期待すべき成果が
数年後に得られるもの
と考えられる。そのた
め、今後も継続して推
進するべきである。 

なタンパクを厳選してプ
ロジェクトを進めること
が重要である。

3724

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科研費補助
金

このまま
推進す
べき

科学技術は産業の発展
にとって重要でありさら
に推進すべきである

科学技術は産業の発展
に不可欠であるが、科
学技術研究を推進する
大学や研究所の研究環
境や研究資金は必ずし
も十分ではない。むし
ろ、年々悪化している。
科研費補助金が広く多
くの研究者に利用され
ることが必要である。

3725

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

混沌としながらも急速に
進む生命科学研究にお
いて、ナショナルバイオ
リソース事業は、我々、
実験生物学に従事する
ものにとって絶対に必
要な事業であると断言
いたします。引き続きこ
の事業が継続される事
を強く希望致します。

生命科学の情報や技術
が膨大に溢れている今
日、これまで報告された
情報や生物材料を整理
し提供できる施設があ
ることは、研究を進める
上で必要不可欠であ
る。研究の効率を上げ、
結果的に新しい知識や
技術の促進につながる
と思われる。国際的な
競争に勝ち、国益を上
げるには、このナショナ
ルバイオリソース事業
の果たす役割は大きい
と思われる。

3726

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

直接経費を充実させ、
科学技術振興調整費を
廃止、研究者および機
関からの申請により研
究年度途中において間
接経費（調整費）へ変更
可能とする。「調整費」
の使い勝手が悪い。

調整費は一時的なもの
であり、科研費獲得研
究者の研究開発環境の
改善のための設備やデ
ータベースアクセス権
の維持には研究期間終
了後の経費が継続的に
必要な場合がある。直
接費用30％では不十分
な場合もあり、機関とし
ては導入しにくい。各機
関が維持可能と判断し
た場合には、導入固定
費を軽減するために研
究者の同意の下で調整
費として利用することを
許可する方が良い。

3727

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

このまま
推進す
べき

大学で学ぶのもや研究
者を志望するものを支
援する制度は必要。

研究者を養成するため
に必要な施策であると
思うから。
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3728

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24124
植物科学研
究事業

このまま
推進す
べき

環境・エネルギー、食料
増産など地球環境の維
持や資源の有効利用な
どの問題解決に向け、
植物科学研究は推進す
べきである。

将来の食料問題やエネ
ルギー問題、環境問
題、さらに健康向上など
に対応しうる植物科学
分野での知的財産権等
を確保していかなけれ
ばならない。食料、バイ
オ燃料、健康に関わる
有用な遺伝子の探索や
知財獲得、作物への利
用を目指した大規模な
植物研究が欧米や、中
国、韓国で進められて
いる。このような国家的
な大規模な植物科学研
究プロジェクトと競争し、
対抗していく必要があ
る。

3729

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このまま
推進す
べき

J-PARCにおける大強
度陽子ビームを用いた
原子核・素粒子物理学
等の基礎研究を推進
し、国際的にも最高水
準の研究環境を構築す
べき。

世界最高の施設で研究
を行うことは基礎科学
の若手研究者育成にと
ってきわめて有効であ
る。特に、多様なビーム
を生成できるJ-PARCで
は、その効果は極めて
大きい。日本がこれら
の基礎科学で世界最高
水準を維持することは、
国民の教育、文化レベ
ルと活力を高めることが
できる。 

3730

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24012
博士課程教
育リーディン
グプログラム

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

今まで以上に広く、か
つ、手厚く手当てすべき
だと思う。

大学の研究において、
研究に専念できる大学
院生は、かなり重要な
位置を占めている。ま
た、ブレークスルーを生
み出す新しい研究成果
も期待できる。

3731

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

科学研究のなかでも、
ライフサイエンス研究は
国民の健康に直接・間
接に役立つ重要な分野
である。諸外国の状況、
特に中国やシンガポー
ルのライフサイエンス分
野への莫大な資金・人
材投入をみていると、今
のような無策、あるいは
衆愚政治を続けている
と、日本の将来に深い
禍根を遺すと感じざるを
得ない。財源が限られ
ている以上、本施策の
ような重要施策に重点
的に配分を行うべきで

バイオリソースの戦略
的保存・分譲は、目新し
さ・華やかさに欠けるか
も知れないが、医学・ラ
イフサイエンス研究に
必要欠くべからざる基
盤となるものである。実
際私どもの研究におい
ても、度々必要なバイオ
リソースの分譲をうけて
いる。
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ある。

3732
民間
企業

40～
49歳

文部
科学
省

24006

ライフサイエ
ンスデータベ
ース統合推
進事業

このまま
推進す
べき

データベースの充実は
ライフサイエンスには必
須です。そのため、アメ
リカやヨーロッパにおい
ては多くの資金を投じて
ライフサイエンス系デー
タベースの充実を図っ
ており、日本はいくつか
目を見張る成果を出し
つつも、全体では両者
に遅れを取っています。 
こうしたデータベースは
産業界でも利用されて
いるものでありますの
で、今後とも注力すべき
研究分野であると思い
ます。

ライフサイエンスにおけ
る研究で、様々なデータ
ベースが作られていま
すが、問題の一つはデ
ータベースの維持の
で、せっかく価値の高い
データベースが作られ
ても、データが古くなり、
忘れ去られてしまうとい
うことがあります。デー
タの再利用が図られな
ければ研究推進は停滞
してしまいます。今の研
究者、並びに未来の研
究者の為にも、本案件
は継続して進めていく
べきであると考えます。

3733

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

GCOEプログラムは日
本の科学研究を促進す
るのに重要であると思
います。

今の日本は活気がな
く、アジア各国（特に中
国やインド）が成長して
いる中で世界での位置
づけとなる国家戦略も
なく、どこへ行っている
のか分かりません。 
韓国も国がバックアップ
をして科学研究を支え
ている中、日本は科学
の予算を削る一方では
これからの進展を期待
できないと思います。

3734
その
他

60歳
～

文部
科学
省

24136 WPI
このまま
推進す
べき

機構長以下スタッフの
顔ぶれを見ても，国内
外を問わず，世界中か
ら最優秀な人材をあつ
めており，世界的にも大
いに期待され，日本が
世界に誇れる成果が期
待できる稀有なプログラ
ムであり，何を措いても
成功させたいもの．研
究目標は，すぐに実用
に供する類の役に立つ
ものではないが，いわ
ば哲学のontologyに物
理学の視点から解をだ
そうとする極めてレベル
の高い，高尚なものを
掲げている．日本の科
学文化のstatusを高め
ることができ，ヨーロッ
パのCERNに並ぶ位置
にある．外国人を３割以
上雇うことが宣言されて
いる以上，国際公約とし
てみても後に引けない．

もし予算が削られれば，
当然のこととして，外国
人研究者の雇用を減ら
し，日本人を優先的に
雇用するようなことにな
るであろう．しかし，物
理分野は極めてglobal
な組織・運営がなされて
おり，もしそのようなこと
が起これば，国際的に
急激な信用失墜や日本
の文化レベルへの尊敬
の念の喪失に繋がるこ
とになる，現時点が丁
度国際的な競争の真最
中にあり，いまこの時点
でこそ予算措置に十全
を期していただきたい．
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3735

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24164
高速増殖炉
サイクル技術
の研究開発

このまま
推進す
べき

これからの環境・エネル
ギー問題を考えれば、
最優先で推進すべき施
策だと思います。

石油の供給がいつまで
続くかわからない状況
で、今後はウランの取り
合いが激しくなるでしょ
う。いずれにしても、資
源をもたない日本がと
るべき道をよく考える必
要があります。現状は
本施策の推進が最も有
望な道のひとつである
と思いますので、推進
すべきと思います。

3736

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24004

次世代がん
研究戦略推
進プロジェク
ト

このまま
推進す
べき

がんについての基礎研
究がにより多くの知識
が得られてきているが、
臨床への応用に十分に
活かされていない。

基礎研究と臨床応用研
究を横断した施策が絶
対に必要。特に基礎研
究成果をいかに使う
か、だけでなく、臨床研
究から基礎研究へのフ
ィードバックが提供され
うる貴重な施策と考え
る。

3737

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

農林
水産
省

26107

イノベーショ
ン創出基礎
的研究推進
事業

このまま
推進す
べき

イノベーション創出基礎
的研究推進事業が、我
が国の将来にとって欠く
べからずものである

日本の農業は世界の中
でも競争力が低い。し
かし、食は人間の生活
ももっとも基本的なとこ
ろであり、農業の活性
化は我が国の将来にと
って重要である。独創
的な視点で新たな農業
産業の芽をつくるイノベ
ーション創出基礎的研
究推進事業は推進すべ
きである。

3738
民間
企業

50～
59歳

経済
産業
省

27018

次世代照明
等の実現に
向けた窒化
物半導体等
基板技術開
発

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

シリコン基板の100分の
1の抵抗値となると、社
会に大きなインパクトと
なる研究だと思うが、当
然同じような目的の研
究が世界各地で行われ
ていると思われる。それ
らの研究に負けないよ
うにするには、どうする
かを常に考えていただ
きたいと思う。

照明に関する情報は、
日本よりはヨーロッパや
アメリカから多くのレポ
ートが見受けられる。ド
イツのオスラムやアメリ
カのGEに負けないよう
にしなければ研究のみ
で終わるような気がす
るからである。

3739
大学・
公的
研究
機関
（独
法・公

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

ナショナルバイオリソー
スプロジェクト事業は、
これまでも研究支援を
おこなうのみならず、日
本の科学研究が達成し
てきた有形無形の財産
を文字通り資源として統
括し、多くの医療技術の
開発促進に貢献してき

生物学的資源を管理す
る団体があることは、ま
ず第一に日本で研究す
る研究者の研究をおお
きくサポートし、もはや
必要不可欠の存在にな
っている。また、国家の
産業の観点からも重要
度は高い。日本は天然
資源に乏しいと言われ
るが、国の研究費を利
用して作られてきたバイ
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設試
等）

ている。このような事業
を国家レベルで推進し
ない限りは他にする団
体はないので、今後もこ
のまま推進すべきと考
える。

オリソースは文字通り
資源であり、国のため
に重要である。もし当該
事業が縮小すれば、世
界の中で日本の資源や
知的財産は低く見られ
てしまい、大きな危機を
迎えるであろう。

3740

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

RIビームファクトリー計
画を推進することで、 
日本が原子核の実験的
研究において 
世界をリードしていくこと
を期待しています。

私は博士課程の学生で
原子核の実験的研究を
しております。 
 
RIビームファクトリー
は、これまで生成不可
能であった核種を大強
度で生成し研究するこ
とのできる世界最高の
施設であり、世界中の
原子核研究者がRIビー
ムファクトリーでの実験
およびその成果に期待
をしています。 
しかし残念なことに、現
時点では加速器の運転
費用が不足しているた
め年間の稼働時間が半
年以下に限られてしま
っています。世界最高
の実験装置を所有しな
がらも運転費用が不足
しているために研究が
停滞するのは非常に残
念なことです。 
原子核研究分野におい
て日本が世界の中心と
なって推進して行くため
に、さらには将来を担う
若手研究者(特に博士
の学生)にも実験の機会
を与えられるように、十
分な運営費用を割り当
てて欲しいと考えていま
す。 

3741

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

農林
水産
省

26107

イノベーショ
ン創出基礎
的研究推進
事業

このまま
推進す
べき

農林水産政策における
様々な課題の解決に資
するイノベーションの創
出を目指した基礎的な
研究及び応用研究を推
進すべきである。

農林水産政策における
様々な課題に技術面か
ら対応するためには、
産学官の研究者の能力
を活用しつつ、革新的
な技術シーズを生み出
すとともに、生み出され
た技術シーズを実用技
術の開発に向けて発展
させることが重要である
ため。

科学研究費補助金は、
研究者の自由な発想に

37



3742

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

これからも拡充を図ると
ともに、若手研究者に
対する助成を重要視す
ること。 

よって研究を推進する
上で極めて重要な競争
的資金であるので、こ
れからも拡充を図るべ
きである。特に、一部の
研究者に過度に資金が
集中するようなことにな
らないよう、若手研究者
に対するチャンスを増
やすことが重要である。

3743

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

すぐに成果が出るよう
な研究だけではなく、基
盤的な研究も手厚く支
援できるだけの予算を
確保すべきである。

大学の基盤経費が縮小
されている中、科学研
究費補助金が無いと、
研究成果の発表や通常
の研究活動の維持すら
難しい。

3744

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24012
博士課程教
育リーディン
グプログラム

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

基礎科学と応用科学と
に分けて欲しい。基礎
科学については、長期
的展望に立ち、広汎に
網羅的で平均的な施策
を行い、全体の底上
げ、引いては日本全体
の科学基礎力が向上す
る様に努力すべきであ
る。応用科学について
は、短期的に国際競争
力が向上する様に特化
的で重点的な施策を行
うべきである。両者を明
確に区別して、ニュー・
イノベーションを目指す
科学立国「日本」を牽引
する両輪とすべきであ
る。現在の施策は応用
科学に流れすぎてい
る。

現在の施策の方向を眺
めると、基礎科学の学
問は長期的には死んで
しまうことが必定であろ
う。例えば数学などは
何千年もの単位で人類
と社会に貢献しながら
進歩してきており、世の
中の短期的な動向に左
右されてはいけないの
は当然である。しかし昨
今の施策の中身を見る
と、すぐに役立つ技術
のみが重宝され、その
基礎となる学問分野に
対しては殆ど敬意を払
わない傾向がある。もっ
と基礎科学分野の意見
を施策に反映させる制
度設計が必要だと思わ
れる。

3745

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

ナショナルバイオリソー
スプロジェクトは日本が
世界に誇るバイオ資源
を有し、今後も本プロジ
ェクトを継続し、間違っ
てもプロジェクトを停止
させてバイオ資源を廃
棄や散逸させることが
あってはならないと考え

個人商店のような研究
者のコミュニティーにお
いて、研究上必要な研
究材料は、これまでは
必要に応じて個別にお
願いして分譲してもらう
必要があった。それは、
時間を浪費し、場合に
よっては必要な材料を
探しきれなかったり、分
譲をことわられることも
あった。それが、本プロ
ジェクトにより、生物種
ごとに、膨大なコレクシ
ョンが収集されたことに
より、必要な生物材料
が簡便に入手できるよ
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ます。 うになった。このことは、
研究の活性化だけでな
く、人件費や研究費の
節約にもつながり、日本
の科学研究や予算に対
してもより良い影響をも
たらしていると考えま
す。

3746

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24116
オーダーメイ
ド医療の実
現プログラム

このまま
推進す
べき

近年、ようやく薬物治療
の効果や副作用の予測
にゲノム医学が応用で
きるようになってきまし
たが、各診療分野でオ
ーダーメイド医療を実施
するには、まだまだ十
分なデータが蓄積され
ているとは言えません。
頻度が少ない副作用な
どを予測することは困
難としても、頻度の高い
副作用などを予測し、
治療を行うことは、患者
の負担軽減のみなら
ず、医療従事者の負担
も軽減できる可能性が
高いと思われます。そ
の点からもこの施策の
推進は不可欠であると
考えます。

現在、医療従事者の負
担は増加するばかりで
あり、その負担の増加
が総合病院等での勤務
医の減少につながって
いると思われ、優先度
は高いと感じます。オー
ダーメイド医療を実現す
ることで、治療回数の減
少や治療に伴う副作用
の軽減などにより、より
確実性のある効果的な
治療を行うことは、患者
側、医療者側の負担お
よび医療費の減少に大
きな影響を及ぼす可能
性があるため、ゲノム医
学の推進は不可欠を考
えます。

3747

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24129
バイオリソー
ス事業

このまま
推進す
べき

生命現象をより深く理
解するための基礎生物
研究、また、病気の予
防・治療法を開発する
ための応用試験研究に
は、多様なバイオリソー
スの開発と利用が不可
欠である。それゆえ、バ
イオリソースを枯渇させ
ることなく、大いに活用
できる研究環境を我が
国として確保することが
大切である。それゆえ、
バイオリソースの「収
集・保存・提供」を担うナ
ショナルバイオリソース
プロジェクトは安定的に
継続すべきである。

ナショナルバイオリソー
スプロジェクトが開始さ
れて以降、多様なバイ
オリソースの整備が進
められ、我が国の研究
推進に大いに貢献して
いる。大学や研究機関
にバイオリソースごとの
拠点を置き整備・維持
することは、専門性を加
味した費用対効果の高
い方法である。欧米や
アジアの諸国にもバイ
オリソースが提供され、
科学立国を標榜する日
本の国際貢献の一つと
なっている。諸外国から
の期待も大きく、是非、
継続発展させるべきで
ある。

3748

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公

20～
29歳

文部
科学
省

24107

(独)理化学研
究所運営費
交付金『環
境・エネルギ
ー科学研究
事業(内、バ
イオマスエン

このまま
推進す
べき

環境問題を解決するた
め、このまま推進すべき
だと思います。

エネルギー、資源を大
切に使う為に自然科学
の研究はとても重要だ
と思います。
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設試
等）

ジニアリング
研究)』

3749
小・
中・高
校

30～
39歳

文部
科学
省

24003

（独）海洋研
究開発機構
運営費交付
金「海洋資
源・エネルギ
ーの探査・活
用技術の研
究開発」

このまま
推進す
べき

必ず推進して下さい。資
源探査機の開発はもと
より、その運用にも支障
がない程度に支援して
下さい。

我が国において、周辺
海底資源と海洋科学技
術はともに将来の生命
線となりうる両輪。今後
は海底資源の争奪戦が
避けられないだけに、
ぜひとも技術面で先ん
じるとともに、科学技術
分野で活躍する人材の
育成を求めたい。

3750

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24190
科学技術振
興調整費

このまま
推進す
べき

科学技術振興調整費
は、総合科学技術会議
の方針に沿って科学技
術の振興に必要な重要
事項の総合推進調整を
行うための経費であり、
各省連携のもと社会シ
ステムの転換も視野に
入れてイノベーション創
出に向けた更なる取組
を行っているため、非常
に重要であると思う。

各府省ごとの施策では
対応が難しい境界的な
もの、複数機関の協力
により相乗効果が期待
されるもの、機動的に取
り組むべきもの等の政
策誘導効果が高いもの
に活用できるから。

3751

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24161
ITER計画（建
設段階）等の
推進

このまま
推進す
べき

人類の未来に関わる重
要な施策であり、推進
すべきと思います。

核融合はエネルギー・
環境問題を解決するた
めのひとつの方法では
ありますが、実現への
道のりはまだまだでしょ
う。しかし遠い未来をも
見据えれば、絶対に途
中で止めるべきではあ
りません。完成すれば、
世界での様々な問題を
一気に解決できるほど
の効果をもたらすことで
しょう。従いまして、ぜひ
とも推進すべきと思いま
す。

3752

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24124
植物科学研
究事業

このまま
推進す
べき

国家的な大規模な植物
科学研究プロジェクトと
して、理研でのシロイヌ
ナズナのゲノム機能研
究、ホルモンや代謝産
物の微量解析技術など
を発展させ、国としての
メタボローム研究基盤、
ゲノム機能解析基盤を
確立し、それらを各研究
機関や大学等で活用し
ていくシステムを構築す
る必要があると思う。

植物科学分野の研究
が、将来の食料問題、
エネルギー問題や環境
問題、さらに健康向上
などの問題解決に期待
できるから。

大学・
公的
研究 経済 地域イノベー このまま

本当に事業化達成を行
うためには研究期間の
設定が短すぎるが、こ

地域経済発展のため
に、いろいろな施策を講
じている地方公設試が
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3753

機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

産業
省

27174

ション創出研
究開発事業

推進す
べき

の点を改善して頂けば
このまま推進すべきで
ある。予算額縮小はと
ても残念である。

行うことに合致してお
り、資金繰りに困ってい
る中小企業を援助する
点も良い。

3754

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

経済
産業
省

27021

低炭素社会
を実現する
超軽量・高強
度革新的融
合材料プロジ
ェクト（ＮＥＤ
Ｏ交付金以
外分）ナノ材
料の安全・安
心確保のた
めの国際先
導的安全性
評価技術の
開発

このまま
推進す
べき

グリーン・イノベーション
の推進において不可欠
な施策と考える。我が
国の目指すイノベーショ
ンが、素材とその利用
技術の開発に拠ること
は明白であるが、近年
では、エネルギー変換
やグリーン化のための
デバイス・システムの根
幹をなすナノ材料につ
いて、安全性の議論抜
きに開発を進めることは
許されない状況になっ
ている。この分野におけ
る我が国の国際優位性
を担保・防衛するため
に、本施策の推進に対
する支援が是非必要で
ある。

電池材料、環境触媒な
どの、低炭素排出化、
環境負荷低減化テクノ
ロジー分野において、
ナノ材料の合成・利用
技術に関する熾烈な競
争がなされている。諸外
国において、自国の技
術・産業の益に資する
ために、不完全な、ない
し歪められた「安全性評
価」を「利用」しようとす
る動きが垣間見える。
本施策に関する我が国
の技術は現在確かに世
界をリードしているが、
さらなる発展を行わなけ
れば、我が国のグリー
ン技術開発は、安全性
の名の下で足をすくわ
れてしまう虞がある。産
業界の努力のみでは実
施困難な課題であるゆ
え、国を挙げての取り組
みによって推進された
い。

3755

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

単に箱物を作るのでは
なく、本当に研究に必要
な施設をつくるべき。

国立大学法人等の施設
部が主導で建物を作る
と、通り一辺の建物を作
ることにしか目がいか
ず、研究活動に本当に
必要な施設を作ること
に必ずしもつながらな
い。特に予算の割り当
てサ行において研究者
からの意見を取り入れ
ることが必要である。

3756

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24107

（独）理化学
研究所運営
費交付金「環
境・エネルギ
ー科学研究
事業（内、バ
イオマスエン
ジニアリング
研究）」

このまま
推進す
べき

地球的規模の問題であ
る気候変動問題におい
て、バイオマスの再生エ
ネルギーの利用や、プ
ラスチックの原材料とし
ての活用の推進は、環
境先進国日本を推進す
る上で重要な施策にな
ると思う。

バイオマスは、自然循
環系で二酸化炭素を吸
収・貯留する重要な役
割を果たすとともに、固
定化された二酸化炭素
をエネルギー源やプラ
スチックの原材料とし活
用する革新技術になり
得るから。

当事業は質の高い優れ
た生物資源を収集・提
供しており、国内の研究
活動の発展に大きく貢
献しております。国内外

41



3757

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

バイオリソース事業が
継続することを願いま
す。

の研究者間の交流促進
にも寄与しており、この
ような事業に取り組む
日本の姿勢は海外の研
究者からも高く評価され
ております。このため当
事業は、科学・技術立
国を目指すべき我が国
の将来にとって非常に
重要な意義を担ってお
り、国益に資するもので
あると考えます。

3758

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

この事業は我々日本国
内の研究を推進する上
で真に重要であり、さら
なる拡充を進めて頂き
たいものと考えます。

NBRP事業を私の研究
にて利用させて頂きまし
た。他国のリソース事業
も活用したことがあるの
ですが、我が国のNBRP
事業はその迅速かつ丁
寧な対応、及び利用料
金すべての上で他国の
ものを上回るものでし
た。

3759

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24004

次世代がん
研究戦略推
進プロジェク
ト

このまま
推進す
べき

がんは、日本人の死因
の第一位であり、がん
撲滅にむけた基礎的研
究は、積極的に推進す
るべきである。このよう
な研究は、利害関係を
目的とした製薬会社で
なく、国が中心となって
行なうべきである。

がんは、複雑な機構に
より生成され人命をうば
うため、その撲滅にむ
けた研究は容易ではな
い。しかし、容易ではな
いからといって、あきら
めてはならず、地道な
基礎研究から、その対
策がうまれると考えれ
る。製薬会社に任せる
のでなく、国の政策とし
て、社会還元が期待さ
れる基礎研究には積極
的に資金を投入すべき
であると考えるため。

3760

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

農林
水産
省

26106

鳥インフルエ
ンザ、BSE、
口蹄疫等の
リスク管理技
術の開発

このまま
推進す
べき

BSEに関して、発病メカ
ニズムの解明や、その
原因となる異常プリオン
についての研究はこれ
らかも十分に行われる
べきである。

BSEに関して、この問題
が解決されることで、食
に対する不安が緩和さ
れ、肉に対する購買力
の増加につながるし、
諸外国との貿易を円滑
に進めるために重要だ
と思う。

3761

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24170

Bepi 
Colombo(水
星探査プロジ
ェクト）

このまま
推進す
べき

水星探査を続けて下さ
い．

日米欧が共同で水星を
観測するのは最初で最
後のチャンスです．

次世代印刷
 大幅な省資源、省ｴﾈ
ﾙｷﾞｰ化を達成する可能  この分野は欧米諸国
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3762
民間
企業

30～
39歳

経済
産業
省

27007

エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業 

このまま
推進す
べき

性が高い、印刷法によ
るﾃﾞﾊﾞｲｽ作製基盤技術
の強化は早期に国を挙
げて全力で取り組むべ
き施策の一つであると
思います。

は官民挙げて研究を進
めており、日本も積極的
に取り組むべきであると
考えます。

3763

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24169

我が国の宇
宙技術の世
界展開 -最
先端宇宙科
学・技術と人
材育成をセッ
トにし た新た
な海外展開
戦略-

このまま
推進す
べき

我が国の先進的な技術
を活用して、特にアジア
地域の地球観測データ
を活用して、災害対策
等の実用としての利用
と共に人材育成等にも
貢献することを是非進
めるべき。 

宇宙技術であれば、安
全保障や経済的活動に
よる貢献とは違って、相
手国に警戒されず受け
入れられやすい。長期
的に日本のプレゼンス
を高めることができ、外
交上有効であると思わ
れる。

3764
民間
企業

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

ナショナルバイオリソー
ス事業は、我が国独自
の研究の進展や、国の
将来にとっても推進す
べきであると強く感じ
る。

生命現象の解明や、疾
病の治療法の開発、創
薬などにつながる世界
の最先端の研究に利用
され、国際的に高い評
価を得ているところ。 
 
優れたバイオリソース
がうまれれば、それらの
リソースを利用すること
で、国の研究に貢献す
ると思われる。

3765

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

農林
水産
省

26002

農林水産物・
食品の機能
性等を解析・
評価するた
めの基盤技
術の開発

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

食品の機能性が注目を
集めているが、科学的
エビデンスが必要であ
るが、中でも医学的エビ
デンスが重要であること
から、農林水産省だけ
でなく特に厚生労働省
との連携によるエビデン
スの取得が必要と考え
る。そこで、更に予算規
模を拡大して、医学的
エビデンスを含めた事
業にして頂きたい。

現在食品の機能性が注
目され、食品企業にお
いては新製品を開発す
るに当たって機能性が
大きなターゲットとなっ
ている。しかし、機能性
の証明が大きなネックと
なっている。そこで、科
学的エビデンスを取得
するための技術並びに
既存成分のエビデンス
のデーターベースが必
要となる。また、最終的
には生体内でのエビデ
ンスが必要となることか
ら、医学との連携が必
要と考える。

3766
大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試

30～
39歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

現在の日本の核物理研
究は世界をリードする
立場にある。この分野
は国際協力がすすんで
おり、特にRIBFは不安
定核の研究において世
界をリードする立場にあ
る。したがって、本研究
を進めることは国内の
みならず、世界の科学
技術の発展に寄与する

高等学校までの物理の
教科書に登場する物理
学者の多くは欧米人で
ある。日本は基礎科学
の研究は長い間、欧米
に遅れをとってきた。し
かし、近年はRIBF計画
のみならず、J-PARCな
ど、ユニークな研究施
設が日本に建設され
た。これらの研究施設を
有効に利用することで、
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等） ものである。研究は日
本のみで進めているわ
けではないので、今後
も世界の中の日本とい
う立場で推進するべき
である。

日本がつくった物理学
が多く誕生できる。それ
らは将来の子供たちが
日本を誇りに思える大
きな希望となると期待す
る。

3767
民間
企業

30～
39歳

総務
省

20108
ICTグリーン
イノベーショ
ン推進事業

このまま
推進す
べき

経済成長を損なわな
い、地球温暖化、CO2
排出削減対策にはネッ
トワークトラヒック急増
によるネットワーク機器
の電力消費量削減が効
果的であり急務である。 
原口ビジョンにあるよう
にICTグリーンイノベー
ション推進事業により効
率的な二酸化炭素の排
出量の削減が見込め
る。 
従って、ICTグリーンイノ
ベーション推進事業は
このまま推進すべきで
ある。

最も重要なことは、実際
に実行可能であり成果
が出やすいことである。
実行性の面では、ネット
ワーク機器の主要LSI
は日本の優位技術であ
るため事業化や実用化
が実際に実行可能であ
る。 
また日本の優位技術で
あるため市場シェアも大
きく成果の効果が大き
い。 
その結果、地球温暖
化、CO2排出削減対策
にその効果は期待でき
る。 

3768

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

生命現象をより深く理
解するための基礎生物
研究、また、病気の予
防・治療法を開発する
ための応用試験研究に
は、多様なバイオリソー
スの開発と利用が不可
欠である。それゆえ、バ
イオリソースを枯渇させ
ることなく、大いに活用
できる研究環境を我が
国として確保することが
大切である。それゆえ、
バイオリソースの「収
集・保存・提供」を担うナ
ショナルバイオリソース
プロジェクトは安定的に
継続すべきである。

ナショナルバイオリソー
スプロジェクトが開始さ
れて以降、多様なバイ
オリソースの整備が進
められ、我が国の研究
推進に大いに貢献して
いる。大学や研究機関
にバイオリソースごとの
拠点を置き整備・維持
することは、専門性を加
味した費用対効果の高
い方法である。欧米や
アジアの諸国にもバイ
オリソースが提供され、
科学立国を標榜する日
本の国際貢献の一つと
なっている。諸外国から
の期待も大きく、是非、
継続発展させるべきで
ある。

3769

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24010
女性研究者
研究活動支
援事業

このまま
推進す
べき

当該事業は，女性の数
が少ない大学や研究所
の研究者における男女
共同参画社会の実現の
ために必要な施策であ
る。

優秀な女性研究者やそ
の卵の者が男性社会の
大学・研究所での就業
や結婚・出産等の人生
におけるステップの際に
研究を続けていくため
の支援をする必要が日
本には必要であり，これ
は新成長戦略の柱にも
沿っていることから。

この夏前に運転が終わ
ったBファクトリーは、海
外の研究所が競争を諦
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3770

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24138

Bファクトリー
加速器の高
度化による新
しい物理法
則の探求

このまま
推進す
べき

人的・金銭的資源を有
効に活用すべく、このま
ま（あるいは、これまで
以上に）推進すべきだと
考えます。

めるほど圧倒的な性能
を誇っていた。これを単
なる「過去の栄光」にせ
ず、さらなる高度化を推
し進めることは、基礎科
学における国際協力で
はなく、国際貢献につな
がる。世界ダントツのト
ップを維持することは難
しいが、トップを走り続
けることで、子どもたち
も夢や希望を持ち、科
学を志すものも増えると
思う。

3771

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

農林
水産
省

26108

新たな農林
水産施策を
推進する実
用技術開発
事業

このまま
推進す
べき

基礎的研究のみでな
く、現場での実用化を目
指した研究事業であり、
厳しい農業経営を支援
すすために必要不可欠
な事業であり、今後も推
進すべきである。

農業の担い手の減少や
高齢化が進む中で、農
業では様々な問題を抱
えている。これらの技術
的な方策で解決するた
め、省力技術や経営安
定技術の開発が望まれ
る。この事業は現場の
ニーズを踏まえた実用
的な研究を推進するも
のであり、有効性が極
めて高い。

3772

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24138

Bファクトリー
加速器の高
度化による新
しい物理法
則の探求

このまま
推進す
べき

日本に於ける素粒子物
理学実験の基盤設備と
して、Bファクトリー加速
器の高度化は極めて重
要である。また新しい物
理法則の発見という、
期待される効果も大き
い。

KEKB Bファクトリーは
世界一の強度を誇りこ
れまでにも大きな成果
を上げてきた。新しい物
理法則を発見するため
には現在スイスジュネ
ーブ近郊で行われてい
るLHC加速器における
実験による、新粒子の
直接発見と共にその性
質等をBファクトリー等
で精密に調べることが
重要である。

3773

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24126
ゲノム医科学
研究事業

このまま
推進す
べき

これまで、薬剤の開発
は小分子化合物の中か
ら見つけ出す方法から
トランスレーショナルリ
サーチによる分子標的
薬の開発へと変化して
います。これに伴いより
治療効果の高い薬物が
開発されてきていいま
すが、依然として治療
効果には個人差が強
く、ゲノムの構造が強く
影響していることが考え
られます。そのことから
もゲノム医学研究の発
展はより高いレベルで
の医療の実現に不可欠

ゲノム医学の研究は、
ようやく臨床の現場へ
の応用が始まったばか
りであり、これから大きく
発展する可能性があり
ます。実際に、ワーファ
リンの維持投与量の予
測などでは良好な成績
が上げられており、今後
さらに広い分野でゲノム
医学が応用されていくと
考られることから、本事
業は推進していく必要
があると考えます。
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と考えます。

3774
民間
企業

50～
59歳

経済
産業
省

27116

セルロース系
エタノール革
新的生産シ
ステム開発
事業

このまま
推進す
べき

 トウモロコシ（食料）を
原料とするバイオ燃料
は、食品価格の高騰を
呼び起こした。 
 従って、食料以外を原
料とするエタノール生産
技術に挑んで欲しい。

 植物をはじめとする生
物資源（バイオマス）を
原料とするバイオ燃料
が地球温暖化対策とし
て不可欠である。 
 また、石油依存度の
高い日本にとっては、エ
ネルギーの安全上の観
点からも、バイオ燃料を
国家戦略として構築す
る必要があると考える。

3775

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24169

我が国の宇
宙技術の世
界展開 -最
先端宇宙科
学・技術と人
材育成をセッ
トにした新た
な海外展開
戦略- 【特別
枠該当施策】

このまま
推進す
べき

宇宙開発の国際的な枠
組みは重要です．

宇宙開発は先進国だけ
のもでは無くなりまし
た．中国・インドが月探
査機を打ち上げ，これ
からの宇宙開発は国際
協力の枠組みなしには
進みません．日本の優
位性を維持すべく，リソ
ースの投入が必要で
す．

3776

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24143
グローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

・現代社会の基盤をな
す科学技術を担う若手
研究者育成のために必
要である。 
・若手研究者に対して、
国際的な研究の機会を
提供するプログラムとし
て重要である。 
・プログラムとして組織
化することによって、分
野間の融合が期待でき
る。

・若手研究者に対する
経済的な支援によっ
て、研究の意欲および
その質の向上につなが
るから。 
・世界最高水準の研究
を行うためには、常に国
際的な視点を持つ必要
があるから。 
・通常研究していると狭
い分野に閉じこもりがち
である。異なる分野同
士をつなぐことで、新し
い概念の創出につなが
るから。

3777

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

経済
産業
省

27126

固体高分子
形燃料電池
実用化推進
技術開発

このまま
推進す
べき

二酸化炭素排出量削減
に関連して車載燃料電
池の開発は喫緊の課題
である．その中で使わ
れる貴金属を使用しな
い触媒電極の開発は，
燃料電池のコストの削
減，元素代替といった
資源戦略の点から重要
である．本施策の中の
カーボンアロイ触媒は
我が国が先導して研究
開発が進められている
もので，確実な進展が
望めるものであり，従来
どおり推進すべき課題
と考える．

課題の設定，組織，研
究計画など，良く練られ
たものであり，本計画を
予定通り推進すれば，
基礎から開発に至る道
のりで隘路となるデスバ
レーを乗り越えることが
でき，所定の成果が得
られると確信するもので
ある．

ナノテク研究はその研
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3778

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24180
ナノテクノロ
ジーネットワ
ーク

このまま
推進す
べき

ナノテク研究の産学間
の連携をするうえで，本
施策はナノテク装置の
使用環境やその装置使
用のノウハウを広く提供
するネットワークの場と
して，非常に有用なもの
と考えます．そのため，
このまま本施策を推進
することを強く要望しま
す．

究アイデアが画期的な
ものであっても，実際に
はそのアイデアを具現
化する装置の性能に大
きく依存するといっても
過言ではありません．し
かしながら，その装置を
維持するための人材育
成や施設維持の費用は
莫大なものがあり，本
施策で共用利用施設と
して提供してもらうこと
で研究開発が大きく推
進されます．

3779

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24010
女性研究者
研究活動支
援事業

このまま
推進す
べき

女性研究者を増やすこ
とを個々の大学がそれ
ぞれ別個に努力するの
ではなく、内閣府を中心
にワーキンググループ
を作り、そこで分析検討
して、今後の指針を出し
た上で支援してほしい．

大学において、女性研
究者の数は微増しては
いるが、まだまだ少な
い。数が増えなければ
職位の向上も望めな
い．大学間の温度差も
激しい．当然各大学で
数の増加に努力する必
要であるが、一つの大
学の中だけで解決しよ
うとしても限界がある。
男女が平等に活躍でき
て初めて男女共同参画
推進ができるのである。

3780

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このまま
推進す
べき

人的・金銭的資源を有
効に活用すべく、このま
ま推進すべきだと考え
ます。

J-PARCというユニーク
な施設から、科学的・技
術的成果を出すことが、
なによりも重要だと思い
ます。素粒子・原子核・
物性・生命科学等、多
種多様な分野にまたが
る科学的成果が出てく
ると、科学に興味を持つ
若者が増え、将来的に
は国の繁栄にも貢献で
きる物と考えます。

3781

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

本施策の目指す生物遺
伝資源の収集・保存・提
供は、ライフサイエンス
研究のあらゆる局面で
欠くことのできない研究
基盤である。第一期、第
二期を通じて収集してき
た貴重なリソースが散
逸することは、どんなこ
とがあっても避けなけれ
ばならない。さらに、第
三期にはリソースの一
層の整備が強く望まれ
る。

本施策は、「グリーン・イ
ノベーションの推進」な
らびに「ライフ・イノベー
ションの推進」という目
標の達成のために必須
の研究基盤を提供する
ものであり、我が国の
国益のためにも優先的
に予算を措置されるべ
きである。

Ｂファクトリーは、小林・
益川理論を素粒子実験
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3782

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24138

Ｂファクトリー
加速器の高
度化による新
しい物理法
則の探求

このまま
推進す
べき

施策番号 241138「Ｂフ
ァクトリー加速器の高度
化による新しい物理法
則の探求」を推進すべ
きと考えます。

で検証することに大きな
貢献をしました。これは
加速器と測定器に携わ
る研究者・技術者たち
能力の高さと長年にわ
たる努力の成果です。
加速器を改造して性能
を大幅に向上させて反
物質が消えた謎にせま
ることは、これまでの成
果をさらに発展させるこ
とになります。また、有
能な集団を維持し若手
を取り込んでいくうえで
効果があります。

3783

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

農林
水産
省

26107

イノベーショ
ン創出基礎
的研究推進
事業

このまま
推進す
べき

基礎、応用研究はこの
まま推進するべき。

多種多様な研究の為に
は基礎研究は欠かせな
いと思います。また、そ
の基礎を応用して高度
な技術を確立するのに
必要だと思います。

3784

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

このプロジェクトは削減
するべきでなく、できれ
ばさらに拡大、拡充す
べきで、国外にもさらに
宣伝して利用を高める
べきです。これによって
日本国内の研究の発展
だけでなく、日本として
世界における科学の進
展にさらに貢献すべき
です。

このプロジェクトによっ
てこれまで研究材料を
海外や個人に頼ってい
たものが簡単に利用で
きるようになるとともに、
材料を分与する研究者
の手間も大幅に減り、
日本の研究発展に大き
く貢献しています。さら
に海外に生物資源を提
供することによって海外
の研究者の研究発展に
も寄与しています。この
ように有用なプロジェク
トは日本の誇れるもの
であり、縮小されれば日
本だけでなく、世界の研
究にとっても大きな損失
です。

3785

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

減ったら困ります．

産業との結びつきが弱
い理学研究者にとって
は，これだけが頼りで
す．

大学・
当該施策事業に寄託さ
れているリソースをいつ

リソースが利用できる
と、同じ物を自分で構築
する手間が省けるの
で、研究活動に費やす
時間と経費を大幅に節
約することができます。
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3786

公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

も利用しています。リソ
ースを非常に安価かつ
迅速に提供して頂ける
ので、自分の研究を推
める上で多いに助けて
頂いています。このまま
バイオリソース事業をぜ
ひ推進して下さい。

バイオリソースは今後
の我が国の研究活動に
とって、莫大な財産であ
ることは間違いないと思
います。このようなリソ
ース事業を今後も公的
に推進して頂くことは、
我が国の生命科学分野
の研究の推進に必ずつ
ながっていくと思いま
す。

3787

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24113

（独）宇宙航
空研究開発
機構「地球観
測衛星網 の
構築」

このまま
推進す
べき

地球環境対策は早急に
行うべき課題であり、ま
ずは、全世界的な状況
を把握する必要があ
る。 
把握のためには、人工
衛星が最も効率的であ
ることから、是非、推進
すべきである。併せて
解析装置・技術等も向
上させてもらいたい。

宇宙技術先進国である
日本が世界に貢献すべ
きである。 
これは日本にとっても必
要である。 
世界に対して、平和的
な貢献であり、他国も受
け入れやすいものと思
われる。 
このような貢献により、
日本のプレゼンス向上
にも寄与できるものと思
われる。

3788

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・定
着事業

このまま
推進す
べき

このまま推進し、規模を
拡大すべきと考える

博士号を取得した学生
の就職先がないことは
周知の問題であり、これ
を解決しなければ博士
取得者は減少の一途を
たどる可能性が高く、日
本の科学の発展を妨げ
ることになる。本施策は
この問題の解決に貢献
すると考えら得るため

3789

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

「ナショナルバイオリソ
ースプロジェクト」はわ
が国で最も多くのリソー
ス数を保有している機
関である。 
そのリソースを、日本の
将来のために惜しげも
なく広く分譲を行ってい
る。 
分譲後の対応や説明活
動を行っており、同様の
分譲機関よりもすぐれ
た組織であるといえる。 
2009年度の実績は収集
数は3385、保有数は
122750、提供数は2576
とのことです。 
以上のことから、貴重な
リソース保持のために

私の所属している東京
大学が主体となって行
っている分譲機関や他
のリソースの分譲機関
では、菌やウィルスの
分譲を行うだけの目的
で活動しているため、そ
の後の問い合わせには
応じたりはしません。 
一方で、「ナショナルバ
イオリソースプロジェク
ト」は菌の環境流出の
予防や、分譲後の対
応、説明活動において
徹底した活動を行って
います。 
今後、エネルギー問題
や医療、環境問題など
様々な問題を解決する
ために細胞や菌類を扱
った研究が予備知識の
ない研究者により広く行

49



他のリソース分譲機関
をつぶしてでも、「ナショ
ナルバイオリソースプロ
ジェクト」の存続と拡充
を切に願います。

われると思います。その
中で、官僚的な対応し
かできない他の分譲機
関ではなく「ナショナル
バイオリソースプロジェ
クト」の行っている事後
のケアまで十分に行う
機関が必要となります。

3790

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24011

リサーチ・ア
ドミニストレー
ターを育成・
確保するシス
テムの整備

このまま
推進す
べき

我が国の大学の研究者
は、欧米などの先進諸
国に比べ、本来業務で
ある研究・教育に割け
る時間が極めて少ない
のが現状である。競争
的資金の申請書類作
成、もろもろの学内会
議、プロジェクト・マネジ
メント等々に、非常に多
くの時間をとられてい
る。リサーチ・アドミニス
トレーターの育成・確保
により、研究者が本来
業務に専念できるよう
にすることができる。

我が国の研究者は、上
記のように本来業務以
外の業務をたくさん抱え
ているため、過労気味
である。こういう姿を見
ている学生が、研究者
を目指さなくなってきて
いる。これでは、我が国
は学術の先進国に追い
つけないし、また、その
他の国々に追いぬかれ
る可能性も高い。若者
に研究への道を閉ざさ
ないためにも、必要な
施策であると思う。

3791

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24012
博士課程教
育リーディン
グプログラム

このまま
推進す
べき

大学院における教育機
能を強化するための支
援策として必要不可欠
である。

諸外国に比して資源が
少ない日本では，日本
人個々の競争・生産力
をあげる必要がある。そ
のためには国際社会で
通用する人材養成が必
要であり，現在のところ
それは大学院の博士課
程がその主な担い手と
なっている。ポスドクの
問題があるからこそ，当
該事業を推進し世界で
活躍する人材を養成す
る必要があると考えるこ
とから。

3792

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

このまま
推進す
べき

減らさないで下さい．

結局のところ，ポスドク
の問題は解決していま
せん（少なくとも私の周
りでは．）

大学・
公的
研究 文部 世界トップレ 改善・見

日本において、トップレ
ベルの研究拠点を、形
成することは大変重要
である。現在のやり方で
は、テニュア制でないと
ともに、研究機関自身
の存続に関しても10年
という期限があり、極め
て若い研究者か研究機

沖縄に大学を作ったり
するのも全く同じであ
る。研究者も生活者で
あり、霞を食って生きて
いるわけではない。科
学・技術を研究を推進し
たいのであれば、東京
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3793

機関
（独
法・公
設試
等） 50～

59歳

科学
省

24136

ベル研究拠
点プログラム
（ＷＰＩ）

直しをし
た上で推
進すべき

関を定年退職した研究
者のどちらかしか集まら
ず、必ずしも拠点が形
成されているとは言い
難い。木造住宅でさえ、
200年と言われているの
に、研究拠点が10年の
期間限定の措置である
のは、いかにもおかし
い。

近郊、あるいはすでに
基盤が整備されつつあ
る、つくばなどに拠点を
設立して、雇用する研
究者も終身雇用（定年
制）とし、まずは生活が
安定して、研究に打ち
込める環境を整えるべ
きである。

3794

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

ナショナルバイオリソー
ス事業は、我が国の科
学技術の発展にとって
必要欠くべからざるもの
である。

酵母菌を餌として植物
寄生線虫を飼育する新
技術を最近開発した。
現在、代謝系に変異の
あるさまざまな酵母菌
株や遺伝子導入した酵
母菌株を用いて植物寄
生線虫を飼育し、線虫
の栄養要求性や発育生
理を研究している。この
様な線虫研究は我が国
だけが行っており、当該
プロジェクトの酵母菌株
の保存・提供事業が大
いに役立っている。

3795

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24176

光・量子科学
研究拠点形
成に向けた
基盤技術開
発

このまま
推進す
べき

波及効果の高さも考慮
した判断が必要だと思
います。

本研究は、施設が建設
される施設だけに恩恵
があるわけではなく、建
設された施設や基盤技
術が広い範囲で応用さ
れ、ここで育った人材が
様々な分野で活躍する
ことが期待されます。こ
の観点から、単なる施
設費だと考えずに、将
来的な波及効果の高さ
を評価すべきだと思い
ます。

3796

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

経済
産業
省

27126

固体高分子
形燃料電池
実用化推進
技術開発

このまま
推進す
べき

触媒や電池の更なる高
性能化、長寿命化、低
コスト化を実現し産業技
術としてのイノベーシヨ
ンを成し遂げるために
は、どちらかというとこ
れまでの試行錯誤や経
験による材料開発、技
術改善から、基礎にた
ちかえって触媒や電池
で何が起こっているの
かを深く科学的に把握
したうえで設計指針をた
て研究開発を進めるべ
き段階に差し掛かって
いると考える。 
この分野で世界で強み
を持つ日本が、引き続

地球温暖化対策、広域
環境対策の面における
日本の国際貢献イニシ
アチブとして重要である
のみならず、我が国の
科学技術力の強化、国
際産業競争力の強化の
ためにも重要であり、強
力に当研究を推進する
必要がある。 
当研究の波及効果は、
自動車、化学、石油化
学、電力、ガス、材料、
環境など、広範な産業
に及ぶとともに、家庭や
オフィス、学校など我々
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き技術優位性を世界の
中で維持発展させるた
めには、出口を見据え
た実用化研究の中に、
必要不可欠な基礎研究
をかみ合わせながら果
敢に研究を進めている
当研究を日本としてひ
きつづき加速して推進
すべきである。 

の生活面でもエコでクリ
ーンな環境を提供する
基盤技術として重要で
ある。 
国際的にみて強いとこ
ろをより強くすることは
日本の成長戦略で重視
すべき方向である。

3797

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

GCOEプログラムは世
界で活躍する若手研究
者（主に大学院博士後
期課程の学生）を対象
に、金銭面の支援を行
っている。これは若い研
究者の未来に投資をす
る国内ではあまり見ら
れない事業である。中
国や韓国、欧米では若
手研究者に研究費、生
活費を支給することは
当たり前であり、国民も
またそのことに不満を
持っているものは少な
い。日本もこの事業を
全面的に押し出して将
来の日本の技術を躍進
させるであろう若手研究
者にスポットライトをもっ
と当てていくべきだと考
える。

なぜなら国民は若手研
究者がどのような環境
の中で研究をしている
のか知らないからであ
る。いくら優秀な研究者
でも生活していくために
仕方なく研究を断念し
就職をしてしまう者も多
い。今の日本の技術や
産業は研究者たちのた
ゆまぬ努力によるもの
である。だが、現在のよ
うな不景気の中、努力
だけでは生活していくこ
とはできない。国の支援
が絶対に必要なのであ
る。日本が世界でもトッ
プの技術力を保っていく
ためにも将来を担う若
手研究者たちをサポー
トしていくことは国の義
務だと言えよう。

3798
公益
法人

50～
59歳

国土
交通
省

28001

高度な国土
管理のため
の複数の衛
星測位シス
テム（マルチ
ＧＮＳＳ）によ
る高精度測
位技術の開
発

このまま
推進す
べき

マルチGNSSによる高精
度測位技術の開発し、
国のインフラ基盤である
電子基準点を稼動する
マルチGNSSに順次対
応していただき、移動体
等における高精度の測
位が確実にできる環境
を整備して欲しい。

衛星飛来情報から作業
を行える状況と異なり、
GNSSを利用する農機
等の移動体向けシステ
ムには、常に十分な衛
星の捕捉が必要であ
る。しかし、GPSだけで
は、これを実現すること
が難しく、衛星飛来の多
いときに利用することと
なる。一方、GPSに加え
運用されている
GLONASSを追加利用
するだけでも大幅に利
便性が向上することが
確認されている。マルチ
GNSSに対応する技術
開発とこのインフラが整
備されれば、移動体向
けのシステム等もより有
効に活用されると考えら
れる。

光通信産業は、日本の
基幹産業として最重要 日本の光ファイバーサ
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3799
民間
企業

60歳
～

総務
省

20102
超高速光エッ
ジノード技術
の研究開発

このまま
推進す
べき

であり、これからの日本
の成長産業でありま
す。光通信産業の研究
開発を今まで以上に強
力に推進していくべきで
あると考えます。

ービスは、世界のトップ
クラスです。この地位を
維持し、日本の国際競
争力を高めていくべきで
す。

3800
その
他

40～
49歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

日本の科学を支えるも
のです。地味で成果が
見えにくいですが、こう
したものこそ国の支援
が必要です。ソフトだけ
でなく、施設等ハードな
面も支援頂ければと存
じます。よろしくお願い
申し上げます。

民間企業では採算が合
わないから。
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